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京都は恵まれた自然環境の中で1200年の歴史を織り込み、日本ばかり

でなく今や世界の人々 を引き付ける魅力ある都市に発展いたしました。

平安京の造営以来、美しい自然を守り育て、文化を創造し、幾多の試

練を乗り越えながら着実な歩みを続けてきましたが、時代のうつり変り

と共に、それらの多くは地上から姿を消し、埋蔵文化財となって地中に

深く眠っております。

現在の市街地には、原始時代から平安遷都以前の埋蔵文化財をはじめ

とし、平安京跡を中心とするそれ以降の文化遺産が多く存在しています。

これらの埋蔵文化財も最近の著しい都市の再開発によって、重大な転

機をむかえようとしています。

私達の生活をより心豊かなものとする上で、かけがえのない価値を有

する埋蔵文化財をできるだけ保存し後世に伝えていくことは、現在の私

達に課せられた大切な責任であると考えます。

本書は、京都市が平成3年度に文化庁の国庫補助を得て実施した、埋

蔵文化財調査報告書でありますが、調査の実施は平成2年度の立会調査、

試掘調査、発掘調査並びに平成3年度の立会調査、発掘調査につきまし

ては、肋京都市埋蔵文化財研究所に本市が委託したものであり、平成3

年度の試掘調査は京都市埋蔵文化財調査センターが直接調査したもので

あります。

おわりに、調査に協力頂いた市民の方々及び御助言頂いた方々に心か

ら感謝しますと共に、本報告書が皆様方に役立てられる事を期待してお

ります。

平成4年3月

京都市文化観光局



例 二
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1本書は京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文

化庁国庫補助に伴う平成3年度の京都市内遺跡立会調査概要報告である。

2本文の執筆分担は次のとおりである。

I本弥八郎II6III竜子正彦IV吉村正親Vの1･2．4竜子3小桧山一良VI

伊藤潔ⅥIの1吉本健吾2平田泰3小桧山(SD2)、吉村(SK20)4吉

村（遺物)、平田（遺構）Ⅷ鈴木久男Ⅸ小松武彦Xの1．4久世康博2尾藤徳

行3吉村（土器類)、吉本（瓦類）mのl伊藤、吉本（瓦）2竜子3～6吉本

3写真は遺構の一部を除き村井伸也、幸明綾子が担当した。

4遺物復原は多田清治、村上勉、田中利津子、出水みゆき、中村享子、児玉光世が行

った。

5京都市遺跡基準点を使用し、辻純一、宮原健吾が測量を行った。座標は平面直角座

標系VIである。座標の数値は、単位で、標高はT.P.による。

6本書作成にあたっては、本、平田、小松、吉本、端美和子が編集を行った。整理、作

成作業には上記の執筆者のほかに川村雅章、本田次男、宮下則子力罫参加した。調査一

覧表の作成は近藤章子、調査地点位置図の作成は北川和子、端が行った。

7本文の遺構実測図（製図)、遺物実測図（実測・製図）の作成者名を挿図目次に記載し

た。

8本書に使用した遺構の略記号は奈良国立文化財研究所の用例にしたがった。

9本書に掲載した地図は、京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図（縮尺1／

2,500)を以下のとおり複製して調整したものです。

平安宮跡図版38,000分の1（聚楽廻、壬生）

平安京跡図版4～1310,000分の1（花園、聚楽廻、御所、山ノ内、壬生、三条大

橋、西京極、島原、五条大橋、中河原、梅小路、京都駅）

中久世遺跡、白河街区、岡崎遺跡図版1410,000分の1(寺戸、中久世、御所、吉

田、三条大橋、岡崎）

烏羽離宮跡、下鳥羽遺跡図版1510,000分の1(城南宮、竹田、下鳥羽、中書島）

伏見城跡図版1610,000分の1(丹波橋、桃山、中書島、木幡池）

／



平安京右京七条二坊八町図15,000分の1(西京極、島原、中河原、梅小路）

平安京左京四条四坊三町図65,000分の1(三条大橋）

福西古墳群図105,000分の1(中山）

下津林遺跡図185,000分の1(川島）

中久世遺跡図205,000分の1(寺戸、久世）

法住寺殿跡図375,000分の1(五条大橋、京都駅）

栗栖野瓦窯跡図395,000分の1(幡枝）

平安京右京三条二坊図475,000分の1(山ノ内、壬生）

平安京左京四条四坊図505,000分の1(三条大橋）

地区設定図
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I調査の概要

本報告は、京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託して実施した。

文化庁国庫補助による平成3年度の京都市内遺跡の立会調査概要報告である。本書では、

平成3年1月4日から平成3年12月27日までの間に実施した立会調査の概要を報告する。

本年度の立会調査の総件数392件である。その内訳は、平安宮地区(HQ)57件、平安京

右京地区(HR)75件、平安京左京地区(HL)125件、南・桂川右岸地区(MK)14件、

長岡京地区(NG)12件、烏羽地区(TB)22件、伏見・醍醐地区(FD)25件、洛東地

区(RT)21件、北白川地区(KS)20件、洛北地区(RH)13件、太秦地区(UZ)8

件である。ここでは、本年度の調査で新たに知り得た成果について、以下にその概略を述
べる。

平安宮地区(HQ)

平安宮域で立会調査の対象となるのは、比較的小規模な建設工事が多い。したがって調

査面積は狭く、掘削深度も浅くなり、新しい盛土までの確認にとどまる場合も多い。しか

し、遺構面が浅い地域では着実にその成果を上げている。朝堂院跡付近では、従来の調査

で古墳時代の遺構･遺物が多く発見されており、豊楽院跡(HQ187)の調査でも、良好な

包含層を確認している。また朝堂院跡(HQ144)では、平安時代の瓦を含む整地層を検

出。中和院の西に位置する真言院跡(HQ89)では土擴を1基検出している。

平安京右京(HR)・左京(HL)地区

平安京の大路、小路は現道路との重複が多く、主に道路敷を掘削する水道管等の布設工

事に伴う立会調査では、路面、側溝が多く検出される。今年度は16件の調査で15例の大路、

小路の路面を検出しており、そのほとんどが幾層にも重なり、10層以上、近代にまで及ぶ

例もある。建築遺構としては(HR21)、(HL184)で平安時代の柱穴を、(HL140)で平
安時代の井戸を検出している。

平安京域では湿地状あるいは池状の堆積層が多く認められる。今年度は、右京(HR)

11件、左京(HL)で7件ある。これらは庭園遺構につながるものもある。高陽院跡(H

L49)の調査では池の一部を検出しており、この池は、昭和56年度の発掘調査で確認され

たもので、池の範囲を究明するうえで貴重である。また、右京八条二坊八町の水道管布設

工事に伴う調査(90HR99)では、広範に湿地状堆積を確認している。この遺構は昭和58
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年度に調査され、報告されているが、本書でもその成果を報告する。また、(HL170)の

調査成果も掲載した。

南・桂川右岸地区(MK)では、福西古墳群(90MK10)で新たな古墳を、下津林遺跡

(90MK8)では弥生時代の遺構・遺物を、中久世遺跡(90MK9)、(MK142)では弥生

時代、古墳時代の遺構・遺物をそれぞれ発見した。この4件は本書に掲載した。

長岡京地区(NG)では、長岡京跡で弥生時代の流路(NG83)・湿地(NG119)、古墳

時代の包含層などを確認している。

鳥羽地区(TB)では、鳥羽離宮跡で田中殿の基壇の一部を検出。(TB189)で勝光明

院北殿の一部とその周辺部の状況を把握できた。成果は本書に掲載した。

伏見・醍醐地区(FD)では、伏見城跡の調査が20件と多く、(90FD32)で桃山時代の

溝を検出、(90FD35)で弥生土器を検出した。

洛東地区(RT)では、法住寺殿跡(RT6)で溝、柱穴などを検出した。

北白川地区(KS)では、白河街区の調査が13件と最も多く、平安時代後期、室町時代

の包含層･土擴を検出している。京都大学構内遺跡(KS259)では縄文土器を検出してい

る。縄文遺跡である沖殿町遺跡(90KS21)では縄文土器を採取し、平安時代後期の景石

を持つ庭園遺構を発見した。

洛北地区(RH)では、相国寺旧境内で土擴、包含層等を検出している。栗栖野瓦窯跡

の調査(90RH7)では灰原が発見されており、その出土遺物は本書に掲載した。

太秦地区(UZ)では、西野町遺跡で嵯峨野小学校プール改築工事に伴う調査を実施し

た。遺構の密度は濃く、弥生時代から古墳時代にかけての土壌．溝､平安時代の土壌．溝

などを検出した。

以上が本年度の立会調査概要である。通常、立会調査では、遺構の面的な把握が困難な

場合が多く、断面観察という手段で対処する。このように遺跡破壊と直面する調査であっ

ても、その成果は大きく、特に遺跡の範囲を把握する為に欠かすことのできない調査であ

る。本年度の調査件数は例年に比べかなり減少傾向にあるが、建設工事等の減少ではなく、

京都の上・下水道工事や宅地造成工事など力ざ市周辺部に及んだ為であろう。遺跡地図で、

遺跡の密度の薄い地域、遺跡と認められていない地域での工事の場合、遺跡が存在しても、

そのほとんどが返り見られていないのが現状であろう。今年度の立会調査をとおして遺跡

範囲の見直しを計る必要を痛感するものである。

－2－
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II平安京右京八条二坊（西市跡)(90HR99)

1調査経過

調査地は、北は下京区七条通南側から南は七条小学校西門の東西通まで、西は西大路通

から東は御前通までの道路部分である。当該地は平安京の西市にあたるため、水道管布設

に伴う掘削の立会調査を実施した。

調査の結果、七条小学校の西側と北側において時期不明の湿地の肩口、七条小学校の西

側南北道路では平安時代前期の流路や湿地堆積、七条通南側歩道では七条大路の路面を検

出した。調査期間は1991年3月12日から5月9日までであった。

2遺構（図2）(図版17）

調査地の現地形では、七条小学校の西側の南北道路を境に、東は急激に高くなり、西は

全体に南西方向になだらかに傾斜している。
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図1調査位置図（1/5,000）
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東側での基本層序は、盛土以下、地表下0.42mまでが整地層で、以下は茶灰色泥砂層(礫

混妙1～3cm)の地山である。西側では地表下0.4～0.5m以下が湿地状堆積層である。湿地

状堆積の範囲は、上記南北道路と七条通の一本南の東西道路との交差点を基点にして東へ

約20m、西へ85m、北へ50m付近までである。ただし、南側については調査地内では確認

はできなかった。また、湿地状堆積層でも、南北通路で確認した土層だけに砂礫層と泥土

層との互層堆積が認められた。この付近に、湿地状遺構へ北から流れ込む流路があったと

推定できる。

七条大路の路面は、七条通南側歩道上の工事掘削が夜間かつ断続的なため、一部でしか

確認できなかったが、時期不明ながら地表下0.5m以下に7面を検出した。

3遺物（図3．4）(図版27.28.29）

出土した遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器、瓦、銭貨、金属製

品、木製品、獣骨などがある。遺物の総量は整理箱にして7箱であった。大部分の遺物は

湿地堆積層から出土している。

土師器蓋（1）口径17.4cm、現存器高1.9cmで、外面にヘラミガキを施す。胎土は茶褐

色を呈する。外面にススが付着する。Ⅱ（2～4)。（2）は、口径14.0cm､器高2.0cm｡(3)

は、口径15.4cm、器高2.6cm｡(4)は、口径18.4cm、現存器高1.8cm・口縁端部は、丸くお

N S E W
－H：21.9m

l暗黄灰色泥砂（礫混）

2黄灰色粗砂礫（泥砂混）

3茶灰色泥砂（礫混#1～2cm)

4茶灰色粗砂（礫混#1～2cm)

5灰褐色砂泥（礫混’1～2cm)

6褐灰色粗砂礫

7茶褐色泥砂

8暗黄灰色粗砂礫

9茶灰色泥砂

10暗褐灰色礫（砂泥混）

11茶灰色砂混（礫混＃1～2cm)

12茶灰色粗砂（砂泥混）

13茶灰色砂泥（礫混＃lcm)

14暗灰褐色砂泥

15灰褐色泥砂（礫混‘1～3cm)

16茶灰色砂泥（礫混j1～3cm)

17暗黄灰色砂泥

18暗茶灰色砂泥

19灰褐色砂泥

20褐灰色砂泥（粘質・礫混）

－

1

２
３
４

-H:20.0m 盛土
－

5 1盛土

6 2灰褐色泥砂（小礫混）

7 3灰褐色泥砂

8 4暗灰色泥砂

5暗灰色泥砂（砂混）9

-----______-10-._____---_‐ 6褐色粗砂

7暗灰色砂泥（粗砂混）
NO.15東壁断面 8暗褐灰色泥土（腐植物混）

9暗褐灰色泥土
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さめるもの（2，3）と、内方へ巻き込むように肥厚するもの（4）がある。ヘラケズリ

は、体部外面下半、底部外面に施すもの（2）、体・底部外面のもの（3）、口縁端部を除

く外面全体に施すもの（4）とがある。椀（5．6)。（5）は、口径12.8cm、現存器高2.5

cm｡(6)は、口径11.8cm、器高2.9cmを測る。外面調整が、全面へラケズリするもの

(5)、体・底部未調整で口縁部を横ナデ調整を施すもの（6）とがある。高杯（7）は、

口径24.4cmで、杯部のみ残存する。調整は外面へラミガキで、内面は一定方向のかるいハ

ケメ調整である。胎土は榿色を呈する。外面に白泥を塗っている。壺（8）口径8.0cm、最

大径9.8cm・蓋受け状の短い口縁部を持つ広口壺である。胎土には白色砂粒を含み、明赤褐

色を呈する。甕（9）口径26.2cm、現存器高8.7cmで、上部1/3が残存する。口縁部は外反

し、端部は内側に肥厚する。胎土は淡灰色を呈する。外面にススが付着する。

須恵器蓋(10～13)｡(10)は、口径14.4cm、現存器高2.5cmで､つまみが欠損する。(11)

は、口径13.1cm、器高2.9cm｡(12)は、口径16.0cm、器高2.0cm｡(13)は、口径16.4cm、

器高2.5cm・器形は、肩部で下方に垂直に折れ曲がるもの(10)、肩でなだらかに下方に曲

がり、口縁がつよく屈曲するもの（11．12．13）力ぎある。やや盛り上がった宝珠形つまみ

のつくもの（12．13）がある。内面に墨が付着するもの（12）がある。杯（14．15．17)。

(14）は、口径12.6cm、器高4.0cm｡(15)は、口径13.0cm、器高4.6cm・口縁端部は直線的

に外上方へのび、高台のつくもの（15）と、つかないもの（14）とがある。底部外面に墨

書「大」を記すもの（17）がある。皿（16）は、口径13.0cm、器高2.6cm・口縁部は外上方

へのび、端部はさらに外反し丸くおさめる。壺(18～21)。（18）は、口径8.2cm、現存器高

3.6cmで、口頚部のみ残存。(19)は、口径8.8cm、現存器高3.2cmで、口頚部のみ残存。内

外面とも厚く自然釉がかかる。(20)は、口径3.4cm、最大径7.8cm、器高9.3cm・完形品。

(21）は、底径4.4cm、現存器高4.4cm・高台がつく。胴部下半残存。

緑釉椀（22．25)。（22）は、口径9.0cm、器高3.2cm・底部外面を糸切り、その他をナ

デ調整。淡黄灰色の素地に淡緑黄色の釉薬を、底部外面以外に施釉。（25）は、底径8.4cm、

現存器高2.6cm・底部は蛇ノ目高台。体部外面はヘラケズリ。にぶい黄色の素地にオリーブ

灰色の釉を全面に施釉する。内面の底部と体部の境目に、重ね焼痕がある。皿（23．24)。

(23）は、口径13.8cm、現存器高2.3cm。体部と口縁部の境目に、外面に鈍い稜、内面に凹

線がある。口縁内面に陰刻花文がある。須恵質の素地に緑釉を、全面に施釉する。（24）

は、口径14.2cm、器高2.7cm・底部は蛇ノ目高台。口縁部は外反せず、内面に凹線をめ〈･ら

す。内外面へラケズリ。須恵質の素地に緑釉を、全面に施釉する。

－6－
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灰釉蓋（26）は、口径8.0cm、現存器高1.6cm・天井部は平坦

鼠働‘口縁部は鋭;下方に折れ曲がⅡ"ずかに内傾する､”
部分を欠く。天井部に灰釉がかかる。椀（27）は、底径9.2cm、現

鐵簿#器高2‘"底部に断面方形の輪高台が付《壺12‘｣'叩ゞ31
15.6cm、現存器高6.7cm・肩の張った体部が、頚部で鋭く上方に折

懲●”曲が叺口縁端部は内傾する面をなす短頸壷体部中段以下≦
32

欠く。灰釉は外面、口縁内面に施す。

図4銭貨拓影図（1/2）木器（29)。現存長23.9cm、幅2.4cm、厚さ1.6cm・刀剣状の材
の側面を鋸歯状に刻む。用途は不明。材質はヒノキ。

銭貨(30～32)｡(30)は、隆平永寳（初鋳796年)。重量3.79g、外径25mm、外径厚1.5

mm・残存状態は良好。ヤスリ痕があり、わずかに緑青がふく。(31)は、寛平大寳（初鋳890

年)。重量1.89g、外径19mm、外径厚1.5mm・残存状態は良好。錆が少し付着。裏面は型ず

れしている。外縁部は一部欠損する。（32）は、寛平大寳。重量2.10g、外径19mm、外径厚

1.5mm・表面に錆が付着し、文字はやや不鮮明。裏面は型ずれしている。外縁部が一部欠損

する。

骨（33～38)。イヌの骨が出土している。出土している骨部は、頭蓋骨2点、左下顎骨

（註1）

図5イヌの各部骨の名称

－7－



1点、右下顎骨2点、環椎1点、左寛骨1点がある。頭蓋骨、下顎骨、環椎は完形である

が、寛骨は中央部分の破片である。いずれの骨も残存状態は良好。頭蓋骨（33．34）には

大小がある。大（33）は、頭骨最大長165mm、頬骨弓幅95mm・中央稜は強く発達し、後頭骨

頭頂部の骨隆起は突出する。頬骨突起間は42mmと狭く、上顎はやや細長い。色は暗褐色を

呈する。小（34）は、頭骨最大長151mm以上、頬骨弓幅91mm・後頭骨頂部の隆起は少ない。

頬骨突起間は45mmと広く、前頭骨も膨張している。色は(33)よりやや明るい。この個体

の差は雄雌の差に起因するとも考えられる。下顎骨（35．36）（35）は、同一個体の左右

の下顎骨である。さらに、出土状況、適合性などから大きい方の頭蓋骨（33）と同一個体

のものと考えられる。左下顎骨全長124mm・色は暗褐色を呈する。(36)は、右下顎骨であ

る。下顎骨全長119mmである。小さい方の頭蓋骨(34)と同一個体と考えられる。その他に

は頚部最上部の骨である環椎（37)、人間の骨盤にあたる寛骨（38）が出土している。いず

れかの個体のものである可能性が高い。これら2個体のイヌの骨は、頭蓋骨、下顎骨、環

椎が同一個体でまとまって出土していることを考えると、解体されたとは考えにくく、そ

のままの状態で投棄あるいは遺棄されたものと思われる。

4まとめ

今回検出した湿地状遺構からは、平安時代前期から中期にかけての遺物が出土している。

また、七条小学校内の発掘調査や市域立会調査で、平安時代前期の湿地状遺構から土器と

多量の木製品が出土しており、出土遺物や湿地の状況から、これらと今回の湿地状堆積層

との関連性をうかがわせる。また、条坊関連の遺構は七条大路の路面だけであったが、7

回にわたる長期の補修跡が認められた。七条大路は、従来の立会・発掘調査で、東は河原

町通付近から西は西高瀬川近くまで検出しており、大路路面が広範かつ良好に残存するこ

とが判明した。今回の調査で得られたこの広範な湿地状遺構と条坊遺構とが、どのような

関係にあるかを解明することが、今後の課題といえよう。

註1中西靖人、宮崎泰史、西村尋文『亀井遺跡一寝屋川南部流域下水道事業長吉ポンプ場築

造工事関連埋蔵文化財発掘調査報告II』助大阪文化財センター1982年第165図を転載

－8－
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III平安京左凧二
r、一

条四坊（91円L38）

1調査経過

調査地は、中京区寺町通二条下る妙満寺前町

454-3に所在する。今回、当地で住宅建設に伴う掘

削工事が行われたため、立会調査を実施した。

周辺地の調査では、寺町通に沿って推定東京極
註1

大路並びに同側溝が検出されている。また、文献

によれば、同町の周辺は江戸時代に商家が建ち並

んでいたことがわかる。

調査にあたり、上記の点に留意しながら調査を

すすめた。その結果、推定東京極大路路面と同東

側溝、加工痕のある獣骨（牛・馬）を多量に含む

1..…｣
＆d一.81：琶司04△‐ 1．

鯛鐸
■

－

－

灘
壁
V…1
審詩話司

薊：
望3

つ･一

環農蕊 野I.Ⅶ；．

側溝、加｣一恨のある獣肯（牛・馬）を多量に含む図6調査位置図（1/5,000）

江戸時代の落込みなどを検出した。調査期間は1991年5月1日から5月10日までである。

2遺構（図7．8）(図版18）

調査は、工事掘削と並行するかたちとなり、制約された条件下での調査であった。調査

区中央部では、地表（標高42.6m)下1.5mで平安時代後期の遺物包含層を検出し、以下

1.9mで地山である黄褐色砂礫層を確認した。調査区西半部では、地表下1.85～1.95mまで

重機により既に削平され、断面にも一部横矢板が入れられていた｡．しかし、一部の掘削断

面．平面で調査可能な箇所があり、地表下1.65mで、推定東京極大路と同東側溝を検出し

た。調査区西端では、地表下1.75mで江戸時代初期の落込みを検出した。

路面は、西側を中世の土壌により攪乱されており、検出できたのは東西幅2.3m、南北長

は敷地幅の5.2mである。路面敷は径が1～3cmの小礫を含み、堅くたたき締まった面をな

し、その厚さは8cmほどであった。

側溝は幅1.3m、深さ0.55mを測り、検出長は南北敷地幅の5.2mである。溝は路面と地

山である黄褐色砂礫層を切って成立する。溝の埋土は2層に分かれ、上層は砂礫混じりの

灰黄褐色泥砂層で、下層は水の澱んでいたと思われる暗褐灰色泥土層である。遺物が検出

、
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図7遺構略測図（1/400）
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図8遺構断面実測図（1/40）

できたのは下層のみで、平安時代後期の土師器皿と瓦がある。

落込みは、南側に横矢板ｶ罫入れられており北肩部しか確認できなかったが、南へ1.8mま

では認められた。底部の深さは地表下2.4mであるが断面形状は他の土擴に切られたり、横

矢板が入れられていたため底部が平坦である以外の事は不明である。

3遺物（図9）(図版30）

東京極大路東側溝出土土器

土師器皿（1）は、口径9.2cm、器高1.3cm、皿(2)は、口径9.8cm、器高1.6cmで、

器形はいずれも、平底の底部から体部にかけて外反し、口縁の端部は上方につまみあげ丸

い。胎土はにぶい榿色を呈する。

落込み出土土器

土師器皿（3）は、口径10.0cm、器高2.0cmで、底部は上方にやや凹み、体部は内湾気

味に立ちあがる。口縁は肥厚し、内面にナデ調整によるへこみがあり、端部は丸くおさま

る。胎土は榿色を呈する。皿（4）は、口径10.2cm、現存器高2.2cmで、底部と体部の境に

』
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図9遺物実測図（1/4）

圏線を有する。胎土はにぶい榿色を呈する。羽釜（5）は、口径14.1cm、器高9.7cmで、底

部は丸く体部は内湾する。頚部は肥厚し、口縁部は強く外反し、端部は上方に立ちあがる。

鍔は体部中央に水平に付き、断面は三角形を呈する。内面は頚部以下に横方向のハケメ調

整を施す。鍔より下にススが付着する。胎土は榿色を呈する。

陶器皿（6）は、口径12.8cm、器高3.0cmで、高台はケズリ出しで逆台形状を呈する。

底部は厚く、体部は内湾する。底部内面と高台端部に3箇所ずつ重ね焼の胎土メアトが残

る。赤褐色の素地に灰オリーブ色の釉薬を浸けがけしている。

輸入陶磁器平鉢（7）は、口径21.8cm、器高4.5cmで、底部は平らである。体部は内湾

気味に立ちあがり、端部は丸くおさまる。明青灰色の釉薬で圏線、底部内面に山水文様を

描き、底部外面を除く全面に灰白色の釉を施す。口縁端部の両側の釉は剥離がはげしい。

獣骨（8．9)。ほとんどが、牛、馬の中手骨、中足骨片である。骨片は、両端より4

~5cmの所を、厚さ0.5mm程の道具で切断した両端部分である。一部の骨片は暗緑色を呈

し、染色後切断されている。加工品には、厚さ0.4cm、長さ5.7cm、幅1.5cm(現存寸法）

で、たてに割れたへラ状のもの(A)や、厚さ1cmほどで輪切りにした骨の中心の空洞部

分に、他の骨を丸く削り出して充填したもの(B)がある。ヘラ状のものには下半中央部

に、ボタン風に削り出そうとした痕跡がある。

、
4まとめ

今回検出した東京極大路東側溝は、復原推定位置より5m余り西へ寄っている。地下鉄
註2

東西線の調査で、復原推定される位置に平安時代前期の南北溝が検出され、今回の溝が平

安時代後期であることを考えあわせると、東京極大路東側溝は平安時代後期頃に、道路幅

をせばめて作り替えられていることになる。また、これまでの立会調査等の成果では、東

－11－



註3註4

京極大路は南は高辻通付近から北は丸太町通まで、路面が検出されている。

落込み出土の骨については、大部分が両端部分で、一部に削りくずや未製品があったが、
註5

完成品は見られなかった。製品としては、東京都の三栄遺跡において江戸時代中期～後期
かんざしかす似い

頃の牛・馬の骨製の箸と笄が出土しており、製品の形状が類推できる。元禄時代の『京独

案内手引集』によれば、同町には角細工を生業としている店があり、出土した骨との関連

性がうかがわれる。
註6

また富小路通夷川上る大炊町の調査においても、同様の骨片が出土している。今後出土

例が増加すれば、より詳細が判明するだろう。

｢京独案内手引集｣『新修京都叢書』第3巻

｢地下鉄東西線建設工事に伴う発掘調査｣(TRNQ19)『京都新聞j1991年6月13日

本書調査一覧表参照(91HL104)

堀内明博「左京二条三・四坊｣『昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要』(試掘．立会調

査編）側京都市埋蔵文化財研究所1983年

金子浩昌「江戸時代食文化の考古学一動物遺体にみる料理の素材一｣『月刊文化財11』文

化庁文化財保護課監修1991年

丸川義広、中村敦「左京二条四坊｣｢昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要』(発掘調査

編）側京都市埋蔵文化財研究所1983年

１
２
３
４

註
註
註
註

註5

註6

〆
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IV福西22号墳(90MK10)

1調査経過

京都市西京区大枝東長町1-211において1991年1月23日に､アパート新築工事に伴う立会

調査中、敷地北東隅付近から石室の一部と思われる石材多数と須恵器片が発見され、古墳

の存在が明らかになった。

このため、ただちに京都市埋蔵文化財調査センターに状況を報告、本格的な調査が必要

であることを指摘した。センターはこれを受け原因者に指導、協議を行なった結果、1991

年1月25日から7日間の予定で緊急調査を実施することになった。調査は1月25日に墳丘

の規模を明らかにする調査から開始し、写真撮影など記録作業を実施し、最後に平板によ

る墳丘測量を行なった。2月1日に土嚢による石室の仮保存をもってすべての現場作業を

終了した。

2古墳群の位置（図10）

福西古墳群を構成する各古墳の位置については、各文献によって正確な明示もなく一定
註 1註2

しない。古墳数についても『京都市遺跡地図』では29基、『京都府遺跡地図』で23基、『嵯
註3

峨野の古墳時代』では21基と登録されていて、それぞれ食い違いが見られる。

古墳群北半地区にあたる14号墳以北が今日まで比較的良好に保存されてきた。古墳分布

と位置については『嵯峨野の古墳時代』を参考にして地図作成を試みた。22号墳以降は新

しく付加したもので、各種文献と実地の分布調査による確認である。白抜きの各古墳につ

いては全壊しており、現地でもその確認は困難なもので、文献資料のみで位置復原を試み

た。『嵯峨野の古墳時代』には21号墳まで確認されているのでこれを踏襲､22号墳から27号

墳までの6基を新たに加えた。23号墳は畑の中にあり墳丘が実見できる。至近距離で須恵

器片も採集した。この近くに10号墳の墳丘と思われる高まりも認められる。24号墳、25号

墳についてはすでに住宅が建てられており、全壊したものと考えられる。26号墳は4号墳

(石室を確認）の東側竹林中にある。27号墳は推定復原位置で須恵器片を採集しており、こ

の付近に存在したと考えられるが現在は全壊している。
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3遺構（図11～13)(図版19．20）

⑰

調査開始時には、羨

道の入口から玄室にか

けての西側が既に破壊

を受け、石材も撤去さ

れて敷地内に盛り上げ

られていた。古墳の墳

丘は、削平以前には高

さ3mを越したものと

考えられる力:、今回の

工事によって基底部に

まで及ぶ破壊が進行し

リ ［ョ

l
p

l
D

l
0

1

－

20m
－

たものである。

図11遺構配置・復原図（1/800）
調査は墳丘の規模と

石室の方位及び周溝の有無を明らかにすることから開始した。墳丘は石室底より約1mが

残っている。石室は一段目ないし二段目の石列が残り、そのほとんどは羨道部で玄室部は

袖部と北側約1mが確認された。玄室中央部は敷地外に伸びている。石室の主軸は真北に

対して12度西に傾く。両袖式石室といえるが、袖部は明瞭なものではない。簡略化した時

期の特徴を持つ石室構造と考えられる。玄室は幅l.3m、推定長約4.5mである。北側隣地

には玄室のものと思われる石材が露出状態となっている。玄室底には20cm大の河原礫力罫中

心付近に敷かれており、棺台の用途があったものと推定される。玄室部では須恵器（杯・

長頸壺・高杯)、金属製品（釘）が出土した。玄室部外側には閉塞石と考えられる角石が認

められる。羨道部は幅1.1m、推定長5mを測る。西半の側壁石材は工事によって破壊され

たが、底部30cmは攪乱を免れていた。この羨道部には角石による区画の痕跡が見られるこ

と、遺物が北側と南側にまとまって出土することから、羨道部埋葬が行なわれた可能性が

ある。土器は玄室底部に堆積する士層の上層から出土し、時期的にも玄室部埋葬より確実

に新しい時期の追葬と言える。周溝は墳丘南側の推定位置の一部の確認にとどまったが、

明瞭な形では検出されなかった。地形に沿ってゆるやかに傾斜する墳丘裾部を構成してい

る。この地区の墳丘裾部から須恵器（平瓶）一個体分が破砕された状態で出土している。
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図13遺構断面実測図（1/80）

4遺物（図14～16)(図版31）

遺物は、玄室部・羨道部・墳丘裾部から出土した。

玄室部（10．11）

無蓋高杯（10）口径10cm、器高6.3cm、完形である。杯(9)に脚部がついた形態を示

す。脚部は短く、裾部下半は水平に横方向に伸びる。端部は下方に広がる。脚部中位に凹

線がめく．る。暗灰色を呈し、自然釉がかかる。逆転した状態で出土。出土地点はNQ6o

脚付長頸壺（11）口径11cm、体部高22cm、脚部は欠失するが体部以上は完形である。脚

部には三方に透かしがあった痕跡が認められる。肩部付近に二条の凹線がめぐる。体部下

半にカキメ調整を施す。出土地点はNQ6o

羨道部（1～9）

蓋（3）口径16cm、器高4cm、上半に自然釉がかかり完形である。全体に歪みが目立

ち、内面にかえりをもつ。出土地点はNol。

､

、
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憲法71

8
2

9

3

10
4

己

I、

図14遺物実測図（1/4）

杯（4）口径13.5cm，器高4.8cm、一部は欠失する。焼成は良好である。厩

ラオコシ痕が見られ、高台は外方に張る。蓋（3）と重なった状態で出土した。

杯（5）口径16cm、器高5.8cm、やや高い高台が強く外反する。

台付Ⅲ（6）口径16cm、器高5.8cm、Ⅱ部の高さ3.4cm，2cmほどの高台

が付き、淡灰色を呈し、1/3が欠失する。

杯（7）口径9.2cm、器高3.4cm、完形である。底部外面はヘラオコシ痕

がみられる。灰白色を呈する。出土地点No3．

杯（8）口径10.7cmになる破片である。外面はロクロの挽き上げ痕が

見られ、内面に一条の沈線がある。暗灰色を呈する。出土地点NQ4o

杯（9）口径11cm、器高3.5cm、完形である。底部外面は回転へラオコ

シ、濃い灰色を呈し、自然釉がかかる。

蓋（1）口径11.3cm、器高2.8cm、外面はヘラケズリ調整、やや偏平な

宝珠つまみが付く。内面にかえりをもつ。Nol地点下層出土。 図

蓋（2）口径15.6cm、宝珠形と考えられるつまみが付くが欠失する。内実

底部外面にへ

／
／

13

図15遺物

実測図（1/2）
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面にかえりをもつ。NQ1地点下層からの出土。

墳丘裾部（12）

平瓶（12）器高14.5cm、腹径16cm、やや軟質である。1/3が残る。口縁部はロート状に

なる。腹部上半にカキメを施す。

その他

Ⅲ

金属製品釘(13)NQ6地点から木棺に使用された

と考えられる釘が出土した。

石製品雛（14）羨道部で石錐が一点出土した。縄

文時代に属するものと考えられる。図16遺物実測図（1/1）

5まとめ

古墳群は小畑川左岸丘稜に展開し、洛西ニュータウン開発に伴い南半地区はすでに消滅

している。今回調査の22号墳はアパート敷地の北東端にあって、南北と西側の私有地によ

って3分されている。石室は羨道部西側が破壊を受けるが、羨道、玄室の基底部には及ば

ず、遺物は現位置を保っていたものと考えられる。遺物の出土地点は玄室部と羨道部に分

かれる。玄室部出土の脚付長頸壺（11）を7世紀初頭に比定すると、供伴出土した無蓋高

杯(10)とは時期差が大きい。このため7世紀後半に至り玄室部内の整理が行われたもの

と解釈すべきであろう。羨道部での検出遺物は7世紀中葉から後半にわたるもので、この

時期玄室内埋葬が何らかの理由で制約されたこと力苛考えられ、追葬が羨道部に及んだと解
註4

釈できる。また福西14号墳からは「和銅開珠」が検出されていることから、少なくとも奈

良時代初期に至るまで、祭祀ないし再利用の継続があったことがうかがえる。

最後に玄室部は玄門より北側は完全に遣存するが、土地所有者も早急な開発は行なわな

いこと、これ以上の調査は不可能なことなどのため断ち割り調査は実施しなかった。土嚢

による応急の保存対策を施し、今後の玄室を含めた再調査に備えて現場作業を終了した。

1
1

、

｢京都市遺跡地図』京都市文化観光局1986年

｢京都府遺跡地図j京都府教育委員会1990年

｢嵯峨野の古墳時代』京都大学考古学研究会1971年

『洛西ニュータウン地域の歴史地理学的調査－福西古墳群の発掘調査報告一」京都市都

市開発局洛西開発室1970年

１
２
３
４

註
註
註
註
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V下津林遺跡(90MK8)

1調査経過

本調査は、南区久世高田町336にある陸上自衛隊関西地区補給処桂支処における、給水管

新設工事に伴う立会調査である。当該地は、弥生～古墳時代の遺跡散布地で、過去に弥生
註1

時代の竪穴住居趾、溝なども発見されている。遺跡の範囲は、東西700m、南北450mであ

り、今回の調査地はその南部170mに該当する。調査期間は1990年12月から1991年2月まで

である。

2遺構（図17.18)(図版21）

調査地の標高は約20.7mで平坦な地形である。基本層序は、地表下30～40cmまでが盛土

及び旧耕土であり、以下に地山と考えられる黄褐色系の粘土層が堆積する。検出した遺構

はNO4～16地点に集中しており、これらは総て地山を切って成立する。各遺構は、幅60cm

の工事掘削の断面での確認であるため、形状、性格などは明確ではない。しかし遺構とし

て捉えられるものは総数で15ある。NQ7地点で検出した土擴は、幅1.9m、深さ0.5mで、

埋土は2層に分けられ下層には炭と弥生土器を含む。NQ11地点で検出した土擴は、幅1m、

深さ0.3mで、この土擴からも比較的多量の弥生土器力ざ出土している。その他NQ4～6，8

～10,14～16地点の士擴からも土器が出土している。NQ6、8，9，10，13，14地点では

炭の混入が認められた。NQ20地点では唯一古墳時代の遺物が出土している。

N0．7南壁No.11南壁

－H：'0.7m－
ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■

1
1

Eニニエニミフ
ノ

／

8

1盛土5灰黄色粘土層

2淡黄灰色砂泥層6黄褐色粘土層

3茶褐色十茶灰色粘土層7茶褐色粘土層

4暗灰色粘土層8暗灰褐色粘土層

0 1m
－

5

盛土4黄灰色砂泥層（微砂混）

暗褐色砂泥層（黄褐色粘土混）5褐色粘土層

暗褐色砂泥層（炭混）

１
２
３

図17遺構断面図(1/40)
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3遺物（図19)(図版32）

上記の各地点より弥生時代中期後半の土器が出土した。弥生土器には壺・甕の器形があ

る。他に石器の剥片も各地点より出土している。

壺全形を知りうるものはないが、口縁部の形態の差異によりA･B・C･Dに分類す

ることができる。

壺A(4)口縁部は大きく外反し、口縁部端面は下方向にやや拡張し、刻み目を施す。

頚部外面は幅広の複帯構成の櫛描直線文である。口径35cm、器厚約lcmを測る大型の壺で

灰白色を呈する。

壺B(5)口縁部は大きく外反し、口縁部端面を上方にやや拡張している。口縁部には

装飾は施されていない。口径19.5cm･乳白色を呈する。

壺C(1)口縁部は短く外反し、口縁部端面には凹線がめぐる。口縁部には装飾は施さ

〃
Ｉ
日
叺
、

戸
/／5

言二二 計
１
１

〈
1
1

1

ノ

7
／ 1

一 刀 6
、 ダダ

'

’

1

／／
Jﾀ

ノノ 2、

＝

I 鯵/／

、
､
､

’ 7

７

4

…豊誉
』

E==

「
Ｊ
』

〆
、
‐
●
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／
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9 ３

0 20cm
－』

図19遺物実測図(1/4)
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れていない。口径18.5cm・淡灰褐色を呈する。

壺D(2･3)(2)は口縁部は外反する頚部に屈曲して上方に向って立ち上がり、端

部は内側方向にやや拡張し面をなす。口縁部上下に2条の凹線文をめぐらせ、その間に斜

め方向のハケメを施す。口縁部内面は横方向のハケメ調整の後横方向のナデ。口径19cmを

測る有段広口壺である。（3）は口縁部を欠く。頚部と体部の境界付近にはへうで刻み目を

付けた突帯がある。これは指頭圧痕文の簡略化が進んだものである。頚部径約17cm。

甕全形を知りうるものはないが、口縁部の形態によりA・Bに分けられる。

甕A(6)ゆるやかに外反する口縁部を有し、口縁端部は小さな面をなす｡外面には縦

方向のハケメ調整、口縁部内面には横方向のハケメを施す。口径約19.5cm・

甕B(7)｢<」字状に強く外反する口縁部端部を上下にやや拡張している。体部外面

は縦方向のハケメ調整、口縁部内面は横方向のハケメの後に横方向のナデを施す。口径21

cm◎

8～13は底部である。平底ないし若干の凹み底をもつものがある。

4まとめ

遺構の検出状況から考えて、従来の下津林遺跡の範囲内に遺構は収まり、遺跡の南限は、

北へ約100m変更できるものと考えられる。遺跡の主要部分は、今回の土擴群を含め北側に

広がる様相を示している。

現在、遺跡内及び隣接地では、いまだに木造住宅や畑地などであり大規模な改変が加え

られていない土地力:多くある。今後の調査で遺跡の範囲、性格がより明確になることを期

待したい。

註1大槻真純「下津林遺跡｣｢埋蔵文化財発掘調査概要1980-1』京都府教育委員会1980年

、
、
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VI中久世遺跡(90MK9)

1調査経過

南区久世中久世町四丁目20番地(NQ1地点)、同四丁目12番地(NQ3地点)、久世殿城町

208(NQ2地点）の3地点で、送電線路改修に伴う仮柱支線および既存鉄塔建替工事が行な

われる為立会調査を実施した。NQ1，NQ2地点は1990年12月25．26日の両日立会調査を実

施した。NO1地点では、遺構は検出できなかった力罰、弥生時代の包含層を検出した。NQ2

地点は、盛土・耕土以下地山となり、遺構・遺物は検出されなかった。

NQ3地点は、NQ1地点の南20mに位置し、旧鉄塔の基礎により、大半力:攪乱されている。

中央部で島状に2箇所旧地層が残存(10mP)しており、1991年4月17日の立会調査で住居

祉状の落込みを検出した。京都市埋蔵文化財調査センターの指導で原因者と協議し、工事

を中断して4月20日～24日まで調査を実施した。

鶴 罫1塁画鯵鯉
蒲
嘘

重
言

匿
韮
抑こ三?や

叩ﾛ皿'■､』

剛

調査位置図（1/5,0

／

図20 1/5,000)
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、

2遺構（図21．22)(図版22）

調査地の基本層序は上から盛土(50cm)

旧耕土(15cm)、床土(5cm)、以下茶灰色砂

泥（地山）となり、茶灰色砂泥層上面で各

時期の遺構を検出した。

検出した遺構は、平安時代の溝1条、Pit

4基、古墳時代中期の竪穴住居趾1棟（1

号住居)、弥生時代中期後半の性格不明遺

構1基(SX2)、Pitl3基である。

Y=-25,870Y=-25,860

’－
X=-115,860

－

X=-115,870

1号住居趾大半が攪乱により削られて

おり、北西コーナー部、北壁の一部(2.4L-----一m

m)と床面を検出したにすぎない。平面形図21遺構位置図(1/300)

は方形を呈する。検出面から床面までの深さは22cmである。壁溝は全周せず部分的に検出

し、幅24cm、床面からの深さ10cmである。柱穴は南西部の一箇所だけ検出した。西壁中央

部付近にあたると考えられる位置に長軸1m、短軸70cm、深さ25cmを測る楕円形を呈する

貯蔵穴を検出した。住居趾の埋土は3層に分層でき、暗褐色泥砂（上層)、炭・焼土を多く

含む黒褐色泥砂（下層)、黒褐色泥砂（壁溝）である。上層では須恵器小片を含む。遺物

は、貯蔵穴南側よりまとまって出土した。

弥生時代の遺構SX2は、1号住居祉南半部と重複しており、地山ブロックを多く含

んだ、にぶい黄褐色砂泥層で厚さ10cmある。周囲はすべて攪乱により削平されており、形

状等は不明であるが、調査区北半部では同層は検出されておらず、遺構の一部であると考

えられる。

弥生時代中期のPitはSX2の下で13基検出したが、調査面積が狭いため詳細不明であ

る。Pitの深さは検出面から40～50cmあり、1mを測るもの(Pit21)もある。底部に20cm

大の河原石をもつもの(Pitl1･17)や、礎板をもつもの(Pit19･20．21)がある。遺物

の出土量は多くはないがSX2、Pitから弥生時代中期の土器、石器が出土した。

3遺物（図23～25)(図版33）

遺物は、各遺構から、弥生時代中期の土器、石器、木器（礎板)、古墳時代中期の土器、
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2黒褐色泥砂

3暗褐色泥砂

4黒褐色泥砂（炭混）

5黒褐色泥砂

6にぶい黄褐色泥砂

7黒褐色砂泥

8黒色砂泥

9茶灰色砂泥

図22遺構実測図（1/60）
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図23遺物実測図(1/4)

奈良～平安時代の土器などが遺物整理箱に5箱出土した。このうち、1号住居趾、SX2

などから出土した主な遺物を図示した。

1号住居吐出土遺物

出土土器の器形には、小型丸底壺、器台、高杯、壺、甕などがある。

小型丸底壷（1）口縁部は直線的に外上方に開き、体部はわずかに張りをもち、口径は

胴部最大径より大きい。口縁部は内外面とも横方向のナデ調整し、体部外面は斜め方向の

ハケメ調整を施し、肩部を丁寧にナデ消している。体部内面は横方向のヘラケズリ調整で

ある。

器台（2．9）2は、皿状の受部と直線的に下方に拡がる脚部からなる小型器台の脚部

である。脚部には3個の円孔を穿ち、裾端部はうすく丸くおさめる。外面は細かく横方向

の密なヘラミガキを施し、内面は斜め方向のやや粗いハケメ調整である。9は、いわゆる

鼓型器台の脚部である。裾端部は内側に肥厚し、端面は内傾する。外面は横方向のナデの
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のちやや精彩を欠く放射状暗文を施す。内面は細かい横方向のハケメ調整である。

高杯（5．6）5は、平らな底部に外傾する口縁部からなる杯部をもつ。杯部外面の底

部と口縁部の境は稜をなす。口縁部はナデ調整ののちへラミガキを施し、杯部外面はヘラ

ケズリののち粗いへラミガキを施す。脚部との接合部分には下方から穿たれた4mm程の小

円穴が認められる。6は、脚柱部で外面は横方向のヘラミガキが施され、内面はしぼり痕

が残る。

壷（3．4）3は、口縁部が直線的に外上方にのび、体部は扁球形をなす。口縁部は比

較的短い。摩滅しており調整の観察が不可能であるが、口縁部外面はハケメ調整ののち横

方向のナデ、体部外面は下半部はヘラケズリ痕が残るが横方向のヘラミガキ調整である。

体部内面下半は一定方向のハケメ調整を施す。4は、口縁部が長く直線的に外上方へのび

る。内外面とも横方向のヘラミガキを施す。

甕（7．8）7は、肩の張った丸い体部に外反する口縁部のつく丸底の甕である。口縁

端部は内側に折り返しがなく肥厚しないが、端面が内傾するものもある。口縁部内外面を

横方向のナデ、体部外面をハケメ、内面をケズリで調整する。肩部はナデ調整で磨消して

いる。8は、丸い体部にS字状に屈曲する短い口縁部のつく東海系の甕である。口縁部は

立ち上りをみせ、端部に平坦面をもつ。口縁部は内外面とも横方向のナデ、体部は内外面

とも縦方向のヘラケズリ調整を施す。体部の器壁はきわめて薄く、中位付近で2mm前後を

測る。底部外面には火熱による器面の変質がみられる。通常台が付く。

弥生時代中期の遺物

全て破片であり全形を知りうるものはない。壺、甕、把手付鉢、脚部のほか、高杯、鉢、

水差形土器片もある。

"(10～13)10，11は口縁部が大きく外反する広口壺で、口縁端部を上下に拡張する。

端面に櫛描波状文を施す。10は頚部外面に縦方向のハケメ調整を施し、上半部はナデ消し

ている。10はPitll出土。11はSX2出土。13は外反する頚部に屈曲して上方へたちあがる

口縁部をもつ広口壺である。口縁部に2条の凹線文を施す。Pit7出土。12はやや内湾気味

に直立する筒状の口縁部をもつ細頚壺である。口縁部外面に4条の凹線文と櫛描刺突文を

施す。SX2出土。

甕（14）「〈」字状に外傾する口縁部をもつ。内外面とも摩滅しているが体部外面は横

方向の叩目、内面は粗い斜め方向のハケメ調整の痕跡が認められる。SX2出土。

把手付鉢（15）口縁部がわずかに内湾する椀形の体部を有し、縦位の半環状把手力ぎっ

－28－
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〈・口縁部は刻目

と凹線文を施し、

体部には櫛描刺突

文、櫛描波状文を

施す。内面は横方

向のハケメ調整を

する。Pit20出土。

脚部（16）内

湾気味の脚部で裾

端部は平坦である。

脚部外面は縦方向

のヘラミガキ、裾

2

14

、ﾄｰ〆／
15、＝－’一一ジ

議、鏡‘”。卿、17

16－－－－0

部には3条の凹線

図24遺物実測図（1/4）
文をめぐらす。内

面は横方向のヘラケズリ調整である。台付鉢の脚部か。Pit20出土。

石器石槍、石錐、磨製石雛がSX2より出土した。

石槍（20）畿内地方弥生時代の石槍の一般的なものである。基底が欠損しており全長

はわからない。両面加工によって仕上げられている。形態的には鋭く尖る先端の三角形部

分とそれにつながる中間部からなる。先端部は部厚く

尖り、中間部も部厚い菱形の断面をなす。石材はサヌ

カイト。

石錐（21）全体がずんぐりした楕円形を呈し、頭

部と錐部が明確に区別されていない。剥離加工は粗雑

一
翠

心
一１２

・

ぬ
脇
綱
Ｖ
○０２

で塗｡函端とも錐部として使用されている｡石材はここ＞…砦二二一，
サヌカイト。

図25遺物実測図（1/2）
磨製石錐（22）細長い柳葉形に近い鍍身に茎を作

り出している。

、

、

4まとめ

中久世遺跡は桂川右岸沖積平野の微高地上に立地する縄文時代から中世に至る複合遺跡
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であり、弥生時代の大規模集落趾として知られている。1970年から現在まで発掘調査14件、

試掘立会調査85件の調査が実施され、弥生時代から古墳時代の遺構としては竪穴住居趾、

方形周溝墓、土擴、溝、河川などが検出され、多量の土器類・石器類・木器類などが出土

している。これらの調査成果をもとに弥生時代から古墳時代の遺構復原が試みられ、集落

や墓域などが想定されている。復原図によれば遺跡の推定範囲の中央部付近で弥生時代か

ら古墳時代にかけて南東方向に流れる河川跡が数条あり、これらの河川に狭まれた微高地

上に集落が営なまれている。今回の調査地もこの微高地上に位置し、古墳時代中期の住居

趾及び弥生時代中期の性格不明遺構（住居趾の可能性がある）を検出した。当調査地の北

80mの調査では、弥生時代後期の住居趾4棟、南西30mの調査では弥生時代中期の土擴、

溝などとともに、古墳時代前期（庄内式併行期）の住居趾1棟が検出されている。当調査

地周辺に集落趾を想定できるが、住居趾の検出数も少なく、また各時期にわたっており、

詳細を検討するには至らない。しかし集落阯の一端を明らかにしたことは大きな成果であ

る。

中久世遺跡における古墳時代中期の土器の出土量は他の時代の遺物に比べて少なく、そ

の実態も余り把握されていない。今回の調査では比較的良好な一括遺物が得られた。
註1

乙訓地域においては鴨田I～IV類の編年案が提唱されている。鴨田遺跡SX2401、SX

3007出土遺物を中心に、型式学的方法のみによって分類されたものであり、やや資料不足

という問題を残している。今後の調査において更に良好な一括資料の増加が待ち望まれる。

註1「鴨田遺跡｣『向日市埋蔵文化財調査報告書」第14集向日市教育委員会1985年
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ⅥI中久世遺跡(91MK142)

1調査経過

南区久世中久世町四丁目45の日新電機株式会社敷地内において社員寮の増築工事が行わ

れる事になった。当該地は中久世遺跡に位置し、周辺では多数の発掘調査が行われ、弥生

時代の方形周溝墓、古墳時代の溝・流路、平安時代の掘立柱建物・井戸などが検出され多

大な成果をおさめている。また、調査地北東30mの地点にある関西電力の高圧線鉄塔工事

に伴う立会調査(90MK9)においても、古墳時代の竪穴住居趾と弥生時代の柱穴跡が検

出されており、遺構の残存状況がきわめて良好な地域である。

1991年7月25日より建物基礎工事に伴う立会調査を実施したところ、26日に調査地東部

において竪穴住居趾を検出した。そのため、京都市埋蔵文化財調査センターに本格的調査

が必要であることを報告した。同センターの指導で工事関係者と協議した結果、工事日程

の変更は困難であるとの事情で、7月27日から30日の3日間、工事と並行して調査を実施

した。このため竪穴住居趾を含む東部地区約60m@を対象に調査した。

2遺構（図26)(図版23）

遺構調査地周辺一帯は工場や倉庫、事務所となっており、旧耕土面から現道路面まで

約1mの盛土が観察される。盛土下、10～20cmの旧耕土（黄灰色砂泥）が認められ、この

下層に5cmの床士（にぶい黄褐色泥砂）と考えられる堅く締った土層がある。これを排土

した時点で各期の遺構が同一面に検出される。遺構成立面は浅黄色砂泥層で各時期の遺構

埋土は灰黄色砂泥層からにぶい黄色砂泥層のものが大半である。遺構成立面の標高は北端

で16.25m、南端で16.20mを測り、東西に関してもほとんど差はなくほぼ同一標高面とい

える。

検出した遺構には、竪穴住居趾1棟、土擴6基、溝4条、河川跡、柱穴17基がある。遺

構を時期別に分けると、弥生時代中期、古墳時代前期・中期に属する遺構がある。その他、

遺構に伴わない土器の検出として弥生時代後期、奈良・長岡京期のもの力曾ある。

古墳時代中期の遺構は、士塘(SK14．16．20)、溝(SD2･3･12)、柱穴(Pit4･

19．23．25）などが検出された。柱穴に関しては建築遺構としてまとまるものはない。
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Y=-25,888

X=-115

SK14調査区北西

隅に検出した。北半と

西半が調査区外である。

東西1.1m以上､南北50

cm以上、深さ30cmを測

る。ややまとまった量

の土器が出土しており、

本調査区では最古期の

要素を持つ土器で、中

期初頭（畿内第II様式

中相）に比定できよう。

SK16調査区中央

やや北東寄りに検出さ

れた。南北1.2m、東西

60cm、深さ30cmを測る。

平面形は涙滴状を呈す

る、やや不定形な土擴図26遺構実測図(1/100)る、ややｲ､定形な土擴

である。中期後半（第IV様式中相）に属する土器を伴う。

SK20調査区南西地区に検出した。南北3.5m、東西2.1m、深さは中央最深部で1.4m

を測り、断面摺り鉢状を呈する。堆積土層は上層に黄灰色砂泥層、中央下層に青灰色泥土

が観察され、下層に滞水の痕跡が認められる。平面形はやや長楕円の卵形を呈する。100個

体に近い土器を包蔵しており、完形土器や石器、木片なども出土した。これらの土器は整

然と埋納されたものとは考えにくい。中央底部の滞水痕跡は土擴成立から埋没までに若干

の時間経過を表したものか。

SD2調査区中央部で検出。やや北東から南西に振れる。幅は最大広部で2.1m,狭部

で1.3m,深さ40cmを測る。SD3、SD12、SK20、などと重複関係にある。堆積土層は

黄灰色系の単純堆積で、ベースである浅黄色砂泥層に掘り込まれた人工的な開削溝と考え

られる。出土土器量は少ないが、大型品の投棄が目立つ。

SD3調査区中央やや西よりに検出。ほぼ南北に通る。幅80cm，深さ30cmを測る。黄

灰色泥砂系の堆積土層を持つ。出土土器は少ない。
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SD12調査区西寄りで南北方向に検出した。幅40cm、深さ30cmを測る。SD2、SD

3、SD12と続く一連の溝遺構の中で最後に開削され機能したものと考えられる。

古墳時代前期の遺構は、竪穴住居趾(SK1)、土擴(SK5．6)、柱穴(Pit8)、河川

跡(SD28)がある。

SK1調査区東側で検出、主要部は調査区東壁外にある。西南コーナーから西北コー

ナーと南西地区の柱穴を検出した。壁溝は不明瞭。埋土は暗黄灰色砂泥、暗青灰色砂泥層

の2層の堆積が見られる。最上層には須恵器小片を含む。床面はやや締まった茶褐色泥砂

層から成る。この直上に古墳時代前期（庄内式新相）に属する土器の出土があった。住居

祉検出面から床面までは15cmを測る。

SK5調査区西北地区に検出した。東西70cm、南北90cm、深さ30cmを測る。埋土には

灰黄色泥砂層の堆積が見られ、平面形は隅丸方形を呈する。

SK6調査区南西地区で検出した。南半のみの検出で北半は攪乱される。南北1.4m以

上、東西60cm、深さ50cmを測る。平面形は長楕円形を呈する。土器出土量は多い。
註l

SD28図示しなかったが調査区西側で確認した。昭和56年度広域立会調査により検出

した河川跡の一部と考えられる。SD2西方約7mの地点に東肩を検出した。幅は20m以

上、深さ2mを測る。ただし調査では東肩方付近に推定ラインを設定されていたが、調査

地西方の道路よりに修正する必要があろう。この東肩周辺には多数の土器片の出土があっ

た。東肩約3m前後の確認によれば、古墳時代中期（布留式古相）の土器が量的に最も多

く、これを下限として弥生時代中期、後期の土器が検出された。

3遺物（図27～34)(図版34～39）

SD2出土遺物

SD2より弥生時代中期の土器を出土した。弥生土器には壺・甕・高杯の各器形がある。

少量であるが石器の未製品も出土している。

壺全形を知りうるものはないが、形態の差異によりA・B・C．Dに分類することが

できる。

壺A(2)口縁部は大きく外反し水平に近く開き、端部下方に刻み目を施す。口縁部内

面には3個のコブ状突起を貼り付け、横方向のハケメを施す。胎土に多くの小石粒を含み、

頚部外面は剥離が激しい。口径17cm。乳白色を呈する。

壺B(3)口縁部は大きく外反し水平に近く開き、端面を下方に拡張し、刻み目を施
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す。口縁部内面は横方向のヘラミガキを施し、頚部外面は縦方向のヘラミガキと数条の櫛

描文を施す。口径18cm・乳赤褐色を呈する。

壺C(1)頚部は斜め上方に立ち上がり、上方に屈曲する口縁部をもつ直口の壺であ

る。口縁端部は丸くおさめ、口縁部外面には横方向のハケメの後横方向のナデを施す。頚

部は櫛描波状文で装飾する。口径llcm・淡茶色を呈する。

壺D(4)口縁部はゆるく外反し、端部はわずかな面をなし装飾はない。口縁部内面は

横方向のハケメを施し、頚部は縦方向のハケメを施す。口径17cm・淡茶灰色を呈する。

甕形態の差異によりA・B・C．Dに分類できる。

甕A(6)波状口縁をもつ小型のもので、頚部でゆるく大きく屈曲し口縁部に移行す

る。口縁外面に粗い横方向のハケメ、内面には横方向のハケメと波状文を施し、胴部外面

は縦方向のハケメ調整の上から上半部に櫛描文をめぐらす。口径約16.5cm・茶褐色から淡

茶灰色を呈する。

甕B(8)山形口縁をもつ大型のもので、頚部でゆるく大きく屈曲し口縁部に移行す

る。口縁部外面に斜め方向の粗いハケメ、内面には波状文を施し、胴部外面は縦方向のハ

ケメ調整の上から頚部に直線文をめぐらす。口径約30cm・茶褐色で胴部は淡茶褐色を呈す

る。甕Aと共に近江系である。

甕C(5･7)(7)は「〈」字状に屈曲する口縁部をもち、端部に刻み目を入れる。

口縁部内面に横方向のハケメを施し、胴部外面は縦方向のハケメ調整を施し、胴部内面は

斜め方向のハケメ調整を施す。口径17.5cm・淡赤茶色を呈する。(5)は口径15.2cm・

甕D(9)刻み目を口縁部にもつ大型のもので､頚部で屈曲した後､大きく外反して口

縁部に移行する。胴部最大径は中位上半にある。胴部外面は縦方向のハケメ調整の上から

頚部に一条の直線文を施し、口縁部内面は横方向のハケメ調整を施す。胴部下半から底部

にかけては縦方向のヘラミガキが施される。口径29cm、器高45cm・淡赤褐色を呈する。

（10～13）は底部である。平底ないし若干の凹み底を持つものがある。10は底部中央に焼

成前に円孔を穿つ°（14）は高杯の破片と思われる。

SK20出土遺物

SK20からはコンテナ40箱を越す量の弥生土器及び石製品が出土した。土器には壺、甕、

高杯などの器形がみられる。このうち量的に最も多いのは甕で、ついで壺、高杯の順にな

る。遺構の性格から見ても他時期の土器の混入しにくいことや遺構規模に比べて出土土器

量が多いこと、完形土器の検出があったことなど一括性に富む良好な遺物群と捉えること

－34－
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力ざできる。

以下土器を中心にして、壺、甕、高杯の順に器形分類と各土器の特徴を列記する。

壷形態からA～Gに分類できる。

"A(15.16･21･34～37)朝顔形に開く口縁部を持つ広口壺で、口縁部端面をやや下

方に拡張し、櫛描波状文や刻み目で飾る。口縁部内面を幅広のハケメ調整、頚部外面は横

方向の櫛描文か櫛描波状文で飾る場合が多い。胴部下半は縦方向のヘラミガキで器面を調

整する。器形は変化しない力罰大小がある。

"B(20.22･23.38)口縁部の外反度が壺Aに比べてやや少ない広口壺である。口縁

部外面は横方向の櫛描文で飾るが、他の文様は施さない。胴部外面上半は縦方向の長いヘ

ラミガキで、内面はナデによる調整を行う。

壺C(26～30)口縁部内面に1ないし2個一対のコブ状突起を持つ広口壺である。

(26．29．30）は櫛描波状文や櫛描文で飾るが、（27．28）のようにほとんど飾らないもの

の二種類がある。口縁部端面を斜め下方に垂下させるものが多い。

壺D(17．32)小型の壺で、2点が完形で出土した。胴部外面は、ほぼ全面をヘラミガ

キで調整し、文様は施さない。

壺E(18.24･25)口縁部に段を持つ有段広口壺である。口縁部端面を内側に拡張する

ものとしないものがある。いずれも上端に水平面を持つ。段の部分を櫛描文で飾るものが

ある。（18）のように小型のものも見られるが、大型の器形が多い。

壺F(31)いわゆる無頸壺で、口縁部外面に2条の凸帯を貼り付け､刻み目を入れる｡胴

部上半は縦方向のハケメ調整の後、櫛描文と櫛描波状文で飾る。

壺G(19．33)壺と甕の中間型と考えられるもので、口縁部外面を鋭角的な櫛描波状

文で飾る。

甕形態からA～Eに分類できる。

甕A(41)図示したのは一点であるが、二点確認することができた。口縁部が短く

｢〈」字状に屈曲し、端面は拡張せず、刻み目が入る。大型の器形を持つ。

甕B(42.78)口縁部に3ないし4箇所の山形ロ縁を持つもので、近江地域に類例が見

られる。口縁部内面上位に稚拙なハケメの波状文を、下位に粗い横方向のハケメを施す。

胴部外面上半には縦方向のハケメの後､横方向の櫛描文を4条入れる。（42）は3箇所に山
註2

形口縁を持ち、深草遺跡に出土例がある。

甕C(40．58･60･77)(40)に代表される。口縁部が「〈」字状に曲がるもので、胴

－36－
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部の張りは比較的弱い。胴部外面に縦方向のハケメ、口縁部内面は横方向の粗いハケメを

施す。口縁部端面に一条の凹線状の凹みが巡るもの力§多い。

甕D(43．45．46．48．50．51･54～57．59･61～63．65．68･69･71～76)口縁部は

ゆるく外反し、端面は拡張しない。胴部はやや張りが見られるが顕著ではない。口縁部内

面は横方向のハケメ調整、頚部から胴部にかけては縦方向の連続したハケメ調整を施すも

のが多い。口縁部端面に刻み目をいれるものもあるが、無文のものが多い。

甕E(44･47．49．52．53．64･66．67)口縁部はゆるく外反する。口縁部端面をやや

拡張し、稚拙な櫛描波状文を施す。大型の器形を持つものが多い。

高杯（39）は口縁部内面に横方向のハケメ調整を施す｡杯部はやや内湾気味に斜め上方

に立ち上がり、口縁部で小さく外反する。脚部は欠ける。

底部（82～87）底部外面にミガキを施すものを壷､ハケメ調整したものを甕とした。こ

のうち木の葉圧痕を持つものと、持たないもの（84）がある。木の葉圧痕を持つものには

底部が平坦なもの（82)、ドーム状に凹むもの（83)、高台状になるもの（86）がある。高

台状になるもの（85）には内外の葉痕力；ずれるものも認められる。（87）は底部にヘラケズ

リを施す。

石製品（88～90）
註3

石庖丁（88）半円形に湾曲する完形品である。池上遺跡分類のFタイプとされるもの

で、内湾刃形態をとる。長さ14cm、幅4cmを測る。条痕が斜めと縦方向に認められ、頻繁

な使用を物語る手擦れ摩滅が観察できる。材質は黒色片岩である。
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柱状片刃石斧（89）のみ形を呈する。中央部は折損するが､刃部は鋭さを保ち摩滅はし

ていない。材質は緑色砂岩である。
註4

不定形刃器(90)一見剥片に見えるが、少なくとも2方向に刃の調整痕が認められる

ところより、石器と認めた。材質はサヌカイトである。

4まとめ

遺物今回調査の土器整理に関しては完結状態にはない。しかしSK20出土の土器群の

重要性を考慮すれば、この土器の紹介と評価を含めた将来的な叩き台の必要が迫られてい

るといえよう。整理途中ではあるが、土器群の特徴と傾向から時期的位置付けを敢えて試

みる。SK20を構成する壺には、ラッパ状に開くやや長頸気味の頚部を持つものや、同様

な突起を持つものがある。しかし口縁部端面は充分な拡張傾向を示しているとはいえない。

また有段口縁壺も口縁部が短く、段部へ移行するカーブにきれがなく古式の要素を残すと

言えよう。壺全体に対する櫛描文や櫛描波状文の施文傾向も完成されたものとは言いがた

く、稚拙な要素を濃く持っている。甕は口縁部がゆるく外反する第1I様式以来の伝統的な

如意形口縁を持つものと、新式の口頚部から口縁部にかけての屈曲が明瞭化する、いわゆ

る「〈」字状口縁部を持つものがある。甕全体では、この「〈」字状口縁を持つものがほ

ぼ1/3程度を占めているのが観察される。胴部の張りに関しては、上位付近に最大径を持つ

ものが見受けられるものの量は少ない。近江地方の影響を受けると考えられる、山形口縁

を持つものが含まれ、より古式と考えられる波状口縁を持つものも一点確認できる。甕の

施文に関しては口縁部端面に刻み目を持つが多く無文のものは少ない。高杯は一点ではあ

るが第1I様式に通有な形態を持つものが出土しており、古相的な傾向を保つ。

以上を総合して、土器群に対する時期を付加すれば、弥生時代中期中葉としての位置付

けは動かないと言える。ただ畿内地方の中での地域的要素を加味した位置付けを考えるな

ら、畿内第1II様式古相を中心として、第1I様式新相を色濃く残す土器群と言うことができ

よう。さらに地域的特徴は、近江、山城、摂津の共通の範囲に含まれ、その中での小変化

は、遺跡の立地する地域によって異なる。近江地域の山形口縁を持つ甕はSK20では2点、

その他で2点と少なく、乳状突起を持つ壺の方が量的に多い。波状文は摂津地域よりも稚

拙である。投棄された状態が反映しているとは言え、全体的には乙訓地域の特色をよく示

している。さらに北山城盆地西側と東側でも土器変化が認められるなど、土器比較研究上

きわめて良好な一括的土器群である。

－38－
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遺構調査地での時期的に最も古相を示す土器を伴う遺構はSK14であり、SD2、S

D3、SD12、SK20、と続<｡SK14が弥生時代中期初頭（畿内第II様式中相）で、そ

の他がやや後出して中期前半（第III様式古相）と比定できよう。しかし後者4遺構に関し

ては、土器形式からの時期差を示す要素は抽出し難く、重複関係から上記の成立順位を付

与した。以下、中期後半や後期では一部の柱穴を除いて明確な遺構の成立はない。古墳時

代前期（庄内式新相）にはSK1、SK5、Pit8、及びSD28(布留式古相）など、再び

遺構の増加が窺える。その後、奈良・長岡京期に至るまで土擴、柱穴などの遺構・遺物が

少量ではあるが連続している。

調査地での遺構の展開と消長の特徴として、弥生時代中期後半・後期（畿内IV様式・第

v様式）の遺構の減少あるいは希薄化が挙げられる。中久世遺跡は中期初頭に始まり、中

期前半に増加期を迎えるが、その後沈滞に向かう。後期末葉から古墳時代前期にかけて再

び増加期が訪れる。農耕を基礎とする社会にとって、天候を含めた自然条件の変化は、社

会構造の流動化に直接繋がる可能性が高い。中久世遺跡は、遺跡主要部を幅20mを越す河

川が貫流するという極めて特殊な条件を抱えており、生産基地としての村落立地上の脆弱

性が指摘できる。

こうした観点と調査の成果から、畿内及び山城地域を巻き込んだ、第ⅡI様式から第IV様

式、第IV様式から第V様式への土器変化の推移を、中久世遺跡はより切実な消長といった

形で具現した可能性として読み取るべきかもしれない。既住の主要調査出土の土器様相に

限ってもほぼ同様な報告があり、調査地の遺構の増減傾向と軌を一にしたものと言うこと

ができる。
註5～10

一方竪穴住居趾に関しては、既往の調査でもその検出は少なく、集落としての主要部を
註1

確定できていない。弥生時代後期及び古墳時代前期の住居趾については、昭和56年度概要、
註10

平成元年度概報、本年度概報(90MK9)に報告がある。本調査検出の住居趾は古墳時代

前期のものであり、弥生時代中期初頭から前半にかかる住居趾の検出報告はない。しかし

ながら大量の中期土器を一括出土した土壌(SK20)の検出は、中久世遺跡調査史上最初

のものであり、中期住居趾を展開する中心地区が調査地周辺に比定できる重要な根拠が得

られたといえる。この意味で今回検出の遺構群は、中久世遺跡調査上重要な画期を提供し

たものと評価できよう。
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久世康博「III-5中久世遺跡｣『昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要』(試掘・立会

調査編）側京都市埋蔵文化財研究所1983年

星野猷二、他「深草遺跡｣『古代学研究』第13号1965年

『池上遺跡・四ツ池遺跡発掘調査報告割石器編㈱大阪文化財センター1979年

『田能遺跡発掘調査報告書』尼崎市教育委員会1982年

｢京都府桂川右岸流域下水道管渠布設工事に伴う発掘・立会調査報告』昭和54．55年度

助京都市埋蔵文化財研究所1981年

助京都市埋蔵文化財研究所『中久世遺跡発掘調査概報j昭和56年度京都市文化観光局

1982年

家崎孝治「1－3中久世遺跡｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報」昭和57年度京都市

文化観光局1983年

吉村正親「II中久世遺跡｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報」昭和59年度京都市文化

観光局1985年

上村和直「中久世遺跡発掘調査概報』昭和61年度京都市文化観光局1987年

吉崎伸『中久世遺跡発掘調査概報』平成元年度京都市文化観光局1990年

註1
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V111烏羽離宮跡(91TB189)

1調査経過

調査地は、京都市伏見区中島秋ノ山町に位置し北殿跡の推定地内に相当する。敷地の北

側には名神高速道路が東西に通り、すぐ西側には鴨川が南北方向に流れている。当地に事

務所の建設が京都市埋蔵文化財調査センターへ提示されたため、その工事に並行し埋蔵文

化財の立会調査を実施した。

建設用の掘削は、地表下1.2m前後の深さで敷地の北側から始められた。その結果、地表

下1.1mから1.2mで、烏羽離宮に使用されていたと考えられる平安時代後期の瓦が出土し

た。また、断面にも鳥羽離宮跡の遺構面が所々で観察できた。このため、原因者・工事関

係者と現地で今後の調査について協議をした結果、建設業者が遺構面に影響しない深さで

掘り下げを終了した後に一部発掘調査が実施できることになった。

発掘調査は、重機掘削した後に調査区を設定し掘り下げを開始した。調査区の北東部で

は、瓦の出土が顕著であった。また、南西部では流路跡を検出した。調査終了後は、残土

の搬出をした後に、調査区を砕石で復旧した。

堂宇〒
名神高速道路京都南インターチェンジ

④
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2遺構・遺物（図36)(図版24）

調査の結果、検出した遺構は瓦溜め・土擴・

流路などである。また、鳥羽離宮造営以前の遺

物を含む包含層も発見した。調査地は、数年前X=
に一部盛土され駐車場として利用されていた場

所である。

調査区の基本層位は、現地表面から20cmまで

は最近の盛土である。その下には、オリーブ褐

色砂泥・褐色砂泥の2層が地表下70cmまでみら

れる。その下層には、暗褐色粘土・褐色砂泥の

各層が堆積している。そして、烏羽離宮跡関係

の遺構面直上にみられる暗褐色砂泥となる。

SX1.丸瓦・平瓦が折り重なるように出土

したが土塘内に廃棄されたものではない。

SK2東西に長い方形の士擴と考えられる。

深さは10cmから20cm前後と浅い。埋土内からは、

平安時代後期の土師器片が若干出土した。

SD3南北方向へ流れる流路の東肩の一部

を検出した。層位の前後関係や出土遺物などか

ら流路は、鳥羽離宮が廃絶した以降に成立した

的
冒翻

一 乱

ものである。図36遺構実測図（1/100）

遺物は、SX1から丸瓦・平瓦が整理箱にして3箱前後出土した。これらの瓦は全て山

城産であった。この他、鳥羽離宮造営以前の遺物包含層から平安時代前期の土師器・須恵

器・黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器などが出土したがいずれも小片である。

3まとめ

今回の調査や付近の立会調査などによって、北殿跡の遺構配置をかなり具体的に知るこ

と力罫できるようになった。これによって第116次調査地が比較的新しい時期の流路内に位

置していた可能性が考えられる。

－48－



Ⅸ法住寺殿跡(91RT6)

1調査経過

鱈輸鋼臘

=ヨf…

調査地は東山区本町六丁目3番地に所在する。鉄

筋コンクリート建物建設に伴う立会調査である。当

該地は後白河法皇が永歴二年（''61）に院御所を営

んだ法住寺殿の北西部に位置する。1991年4月16日

に調査を実施したところ､調査地南側の地表下0.6m

で柱穴、土擴を検出。さらに北側でも地表下0.8mで

室町時代の東西方向の溝、路面状遺構を検出した。

遣存状態力罫良好なため、京都市埋蔵文化財調査セン

ターに実状を報告した。同センターの指導で施工業

者と協議した結果、4月17.18日の2日間で調査を

実施することになった。施すゐことになった。図37調査位置図（1/5,000）

調査は北側の溝を主眼におき、東西2.5m、南北7mの調査区を設定して行った。

2遺構・遺物（図38)(図版25）

調査地の基本層序は地表下0.4～0.5mの現代盛土､0.2mの旧耕土が調査地全体に堆積す

る。南側では、この下層がオリーブ灰色砂泥層（17層）の地山となる。この面で近世の井

戸、土擴､柱穴を検出した。北側では暗灰黄色砂泥層（礫混)（4層)、暗褐色泥砂層（5層）

の下層に室町時代の柱穴(Pitl)、東西方向の溝を3条(SD2～4)、平安時代後期の

東西方向の溝1条(SD5)を検出した。

Pitl径0.3m、深さ0.2mで円形を呈する。埋土より土師器片が出土。

SD2幅0.5m、深さ0.1mと浅い。

SD3オリーブ褐色泥砂層（礫混)(10層）を南肩として成立する。幅0.9m、深さ0.3

m・堆積土はオリーブ灰色砂礫層（9層）である。溝内からは土師器、焼締陶器、青磁な

ど室町時代の遺物に混って平安時代後期の瓦、土器類も出土した。

SD4暗灰黄色泥砂層(13層）を南肩として成立する。幅1.7m以上、深さ0.7mを測
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図38遺構実測図（1/80）

る。堆積土層は2層に分かれいずれも砂礫層である。溝内からの出土遺物は土師器、青磁、

焼締陶器、瓦器、瓦などが出土した。SD3と同様に平安時代後期の遺物を共に出土する。

SD5SD4の肩部を堆積土とする溝で､深さ0.7mを確認したのみである。溝内より

平安時代後期の土師器皿が数片出土した。

3まとめ

今回の調査で検出した遺構は、開始当初、立会調査で暗灰黄色砂泥礫混（4層）が平安

京七条大路の延長上の路面状遺構と想定し調査を実施した。しかし調査の結果、礫が大き

く、凹凸があり、土の締りかたなど堆積状態は通常平安京跡で検出される路面遺構とは異

なっていた。つまり、これらの堆積土は平安時代後期から室町時代の溝(SD2～5)が

埋まり、整地されていた土層であることが判明した。

鴨川を越えて東山地域にも白河街区のような平安京の条坊制に基ずく区画の存在を明ら

かにすることは出来なかった。しかし、平安時代後期から室町時代の東西方向の溝を検出

したこと、及び溝が時代の経過と共に規模の縮小が行われる変遷過程を確認できたことの

意義は大きい。この周辺での法住寺殿に関連した明確な遺構はまだ発見されていない。今

後の調査に期待する。
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X栗栖野瓦窯跡(90RH7)

1調査経過

調査地は、左京区岩倉幡枝町一帯において公共下水道を敷設することになり、京都市埋

蔵文化財調査センターの指導により工事に伴う立会調査を実施した。当地域は奈良時代前

期から平安時代後期に至る「史跡栗栖野瓦窯」を中心とした岩倉幡枝瓦窯群にあたる。ま

た、調査地中央は元稲荷窯跡・平安後期の散布地、北端は妙満寺窯跡に該当しており、関

連する遺構などの検出が期待された。立会調査は、1990年5月25日から1991年4月24日に

わたって断続的に行なった。

雲霧蕊
騰蕊

鐵塞蕊議

轍
蕊覇迩 篝

蛾：

図39調査位置図（1/5,000）
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調査の結果、新たな窯跡などは検出されなかったが、平安時代前期の遺物を含む灰原、

多量の室町時代の土師器Ⅲを含む土擴を検出した。また、遺跡周辺の|日地形や地質などを

確認した。

2遺構（図39～41)(図版26）

丘陵南側栗栖野瓦窯跡の点在する丘陵地の南側

の旧道沿いでは、地表下1.0～2.0mにて上層の湿地

状堆積と下層の流れ堆積層が西(NO9)～東(NO1)－盛土-H:97.5m

へ深くなって続いている。N012･13は谷筋部分で、

丘陵地西側の窯跡から流出した灰原などが検出され1－
2

た。湿地はNQ4を肩口としてNQ3～1へとより深<3-=
4〆竺

5
南へ落ち込んでいた。

6

NQ1では、地表下2.65m以下の流れ堆積の砂礫層一---------------‐

より平安時代中期の須恵器杯片、軒丸瓦片が出土し01m
－－一

た。窯跡から流出したものと考えられる。
1暗茶褐色泥土層（ﾉ｣礫・炭混）

NQ12では、地表下0.63mにて、幅1.25m、深さ372暗茶褐色泥土層（粗砂･炭混）
3炭層

cmの灰原層で埋まった落込みを検出した。埋土は6 4暗茶褐色泥砂層（炭混）

5灰白色粘土層
層に分けられ、緑釉瓦片、土師器片、須恵器片が出

6灰色粘土層

土した。図40Nb.13遺構断面図(1/40)

-H:94.5m
－

盛土

14

灰褐色砂泥層6暗茶灰色砂泥層

茶褐色砂泥層7茶灰十茶褐色砂泥層

茶灰色砂泥層8茶褐色砂泥層（炭・焼土混）

茶灰十褐灰色砂泥層9茶褐色砂泥層（炭混）

（炭・灰混)10暗褐灰色砂泥層

茶灰色砂泥層（焼土混）（灰・焼土・炭混）

図41NO.24遺構断面図(1/40)
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NQ13はマンホール部分で、地表下0.83～1.27mにて灰原が検出され、1.27m以下は粘土

の地山となっていた｡-灰原は、4面の掘削断面で観察できたが、北東から南西に少し傾斜

していた。灰原は上から小礫・炭混じりの泥土層、粗砂・炭混じりの泥土層、炭層、泥砂

層の4層に分けられ、上の3層からは平安前期の緑釉瓦片･鴫尾片.軒丸瓦片、須恵器壺．

杯・甕片などが多量に出土した。東隣の丘陵地西斜面の灰原で、1985年に当研究所が立会
註1

調査で検出したものと同一と考えられる。

丘陵東側丘陵地の東側の南北幹線道路沿いでは、流れ堆積･湿地状堆積で、NQ32．28･

16．17．14と北から次第に深くなる。全体的には地表下0.8～1.2m以下から2m<･らいに

て認められた。

NQ15地点は幹線道路より1本西側の道路にあたる。京都市埋蔵文化財調査センターが
註2

1985年に発掘した瓦窯跡の東側にあたるが、斜面を削平して道路を作ったため遺構面から

一段低くなっており、盛土下で泥砂・礫の地山となっていた。

さらに北側の十字路近辺のNQ18～23では、全体的に地表下0.5～1.0mあたりで平安時代

の包含層や整地層がみられ、1～1.5m以下では粘土･砂泥の地山となる。NQ19では、遺物

はみられなかったが､幅2.8m以上の大きな落込みも検出した。立会調査では明確な遺構は

検出できなかったが、現地形の傾斜はゆるやかであり残存状態は良好と考えられる。

丘陵北東側丘陵地の北東のNQ24～27では6基の土擴を検出した。NQ24では、盛土下に

厚さ15～30cmの耕土層があり、地表下0.7～0.8m以下は砂泥の地山となる。この層を肩と

し、SK1は幅1m、深さ40cm、SK2は幅1.1m、深さ35cm、SK3は幅60cm、深さ35

cm、SK4は幅1.lm以上、深さ30cmと4基の土擴を検出した。いずれの土擴も室町時代の

土師器皿が重なってぎっしりと詰まっていたが、土庄ですべて粉々になっていた。どの土
註3．4

擴も焼土・炭・灰が多く混じっており、当初は土師器皿を焼いた窯かと考えた力:、土擴の

内面の土は焼けておらず、窯跡ではないと結論を出した。

NQ25では、地表下32～47cmの包含層から炭片・焼土・窯体などが出土した。さらに60cm

以下は粘土の地山となり、これを肩とする幅55cm、深さ20cmの土擴を検出した。土師器皿

片と根石と考えられる15cm角の石が1個出土した。

NQ27の東側では、地表下35cm以下は泥砂・粘土・粗砂の地山となる。西側では30～47cm

の包含層から室町時代の土師器Ⅲ片、瓦片などが出土した。この層を肩とした、幅1m、

深さ60cmの士擴を検出したが、遺物は出土しなかった。

丘陵西・北東側丘陵地の西側と北側のNO10．11･29･30．31は国立京都国際会議場建
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設時の土取りなどで削平されたため､盛土下は岩盤の地山となっていた。また、北端のNQ33

では、妙満寺窯跡に推定されたが、関連する遺構は検出されなかった。

3遺物（図42～46)(図版40～43）

土器類

ここで図示したものは、Nol3地点で出土したものである。

須恵器（1～21．26～29．68）

蓋（1～4）口径18～21cm，器高2～3cmである。天井部の形態は平坦なものと、やや

高くなる2種類がある。口縁部は強く屈曲する。

杯A(10．11)(10)は口径が12cm・いずれも高台をもたない。底部に回転へラオコシ

のまま調整を加えない。

杯B(5～9)口径は大型(7．8)が19cm前後、小型(5･6．9)15cm前後であ

る。いずれも高台をもつと考えられる。（9）はほぼ完形で、底部外面に「南」の墨書があ

る。

皿（12.13）（12）は口径が20cm、(13)が口径22cmである。回転へラオコシ時に、屈曲

に力が加わり変形する。底部は平坦に仕上がっていない。

壺（17）下半部のみの破片。体部はほぼ直角に立ち上がる。通常の巻き上げ長頸壺と

は、胎土、調整ともに異なる。

壺（18）胴部のみの破片。ロクロの引き上げ痕が認められる。

羽釜（19．68）（19）は口径28cm・顎部はやや上向に張り付けた後に横ナデを施す。口

縁は内傾する。色調は灰色で、別に灰白色のもの（68）もある。同様のものは、以前の調

査で出土している。

甕（14.26.28）（14）はよく焼きしまっているが、乳白色を呈する。2個体出土。（26）

は口径43cm・口縁が大きく外反し、口縁端部は下方に鋭く尖る。(28)は口径62cmの大甕。

口縁はやや外傾し直線的に立ち上がる。内面には青海波タタキ、外面は縦方向のタタキを

施す。

鉢A(15･16)(15)は口径18cmの小型、(16)は口径24cmの大型である。口縁部が「〈」

字状に屈曲する。

鉢B(20･29)(20)は口径36cmの大型品で、底部を欠失する。体部は外上方へ直線的

にのび、口縁端部は水平面をなす。色調は灰白色の瓦質、（29）は灰色を呈する。
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図43遺物実測図（1/4）

鉢C(27)口径44cm･外面は粗いケズリを施し、内面には太い指ナデ痕がみられる。表

面は多孔質で、やや瓦質である。

硯（21）硯後部の破片である。片面には丁寧なミガキを施す。

緑釉陶器椀（22）は体部はやや内湾し、口縁内面に一条の凹線を施す、素地は明褐色

を呈す。

二彩陶器壺（23）は高台部分のみの破片である。濃緑色の釉と淡黄色の釉で二彩をな

す。焼成は良好である。高台は貼り付けで斜め外方に直線的に伸び、端面は内傾にやや広

がる。

窯道具（24．25）（24）は粘土板の中央部を円形に切り取り、外周を角状に切り取るも

ので裏面には粗い指ナデが認められる。（25)は円柱状を呈し、両先端部が剥離する。指頭

圧痕力寄明瞭に残る。成形は粗雑なものである。

瓦類

軒丸瓦（30～34．64．65）

緑釉単弁八葉蓮華文瓦(30･31)(30)は内区が全く失なわれているが、施釉されてい

る事と内区と外区を分かつ二重圏線から見て（31）と同じ文様と考える。胎土に砂粒を多
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〈含み、焼成は良好、灰白色を呈する。釉調は濃緑色を呈する。出土地点NQ13｡(31)は胎

土に砂粒を含み、焼成は甘く、淡黄灰色を呈する。施釉状態も悪く、黄緑灰色を呈する。

同文（無釉）は過去の調査でも出土している。出土地点NQ7o

緑釉瓦片（64．65）（64）は丸瓦部と接合する瓦当部の裏面である。中央上部に横方向

に丸瓦接合痕が、下部には施釉されていない瓦当裏面が残る。胎土は砂粒を多く含み、焼

成はやや甘く、黄灰色を呈する。緑釉は緑灰色を呈する。（65）は瓦当部裏面下部の破片で

ある。胎土は小石及び砂粒を含み、焼成はやや甘く、黄灰色を呈する。緑釉は黄緑色を呈

する。出土地点NQ13o

複弁八葉蓮華文瓦（32）瓦当部がほぼ完形で残る｡瓦当面は中房及び弁区が中心に向か

って盛り上がり、中房で微かに中心の蓮子を取り巻く圏線が確認できる。多数の箔傷が横

方向に走っており、とりわけ真中の箔傷は、瓦当を半裁するように外区から外区まで走っ

ている。胎土は砂粒を含み、焼成はやや甘く、灰白色を呈する。奈良時代後期東大寺式軒
註5

丸瓦のモチーフを受け継いだ文様で、『平安京古瓦図録』27．30．33の系統である。

複弁蓮華文瓦（33．34）（34）は瓦当部の下半分の破片である。瓦当面は（32）と同様

に中房及び弁区が中心に向かって盛り上がるが、中房と弁区の間に圏線力:存在しない。瓦

当部外周には、成形時にできた型枠の痕跡（かせ型）が確認できる。胎土は砂粒を含み、

焼成は良好、灰色を呈する。出土地点NO1｡(33)は瓦当面の弁区の一部から外区にかけて

の破片である。外縁まで箔押しされていないのか、外縁に箔押し以前の成形痕が残る。胎

土は砂粒を含み、焼成は良好、灰白色を呈する。弁区の文様から見て『平安京古瓦図録』

の79．80の系統であろう。

軒平瓦（35．36）

均整唐草文瓦（35）瓦当部中央より右半部を残す破片である。瓦当部上下両端はヘラ

ケズリの後ナデ調整を施している。胎土は小石及び砂粒を含み、焼成は良好、暗灰色を呈

する。(30･31)と対をなす軒平瓦であるが施釉されていない。『平安京古瓦図録」の317の

系統であろう。出土地点NO13・

左偏向唐草文瓦（36）瓦当部左半を残す破片である。文様は瓦当面の左から主葉が展

開し、各所で枝葉が枝分かれするものである。胎土は砂粒を多く含み、灰色を呈する。『平

安京古瓦図録」の462.463の系統であろう。出土地点NQ21o

緑釉丸瓦片（63．67）（63）は胎土は砂粒を多く含み、焼成は良好、淡黄灰色を呈する。

緑釉は濃緑色を呈する。出土地点NQ13｡(67)は胎土は砂粒を多く含み、焼成はやや甘く、
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淡黄灰色を呈する。緑釉は黄緑灰色を呈する。出土地点NQ13oこの2点は共に丸瓦の前面

や側面の整った部分を用いて、同じような大きさに破断しているところから、別の用途に

使用された可能性もある。

緑釉熨斗瓦（66）棟に利用される緑釉熨斗瓦は、外に露呈する側に緑釉を施している。

凸面の施釉幅は1.5cmを測る。露呈する側面及び、凸面の露呈側から幅11cm、凹面の露呈側

から幅3cmがヘラケズリの後ナデ調整を施し、丹念に成形されている。露呈しないほうの

側面には深さ0.7cmの半裁用の切り込み痕が残る。短辺15.2cm、厚さ3.2cmを測る（長形は

不明)。胎土は小石及び、砂粒を含み、焼成はやや甘く、灰白色を呈する。出土地点NQ13o

熨斗瓦（37）長辺41.8cm、短辺14.5cm、厚さ2.3cmを測るほぼ完形品である。この瓦も

露呈しない側の側面に深さ0.3～lcmの半裁用の切り込み痕が残るが､熨斗瓦の形状から見

て平瓦を半裁して転用したものではなく、始めから熨斗瓦を二枚作る目的で制作されてい

る。露呈する側面がヘラケズリの後ナデ調整、凸面の露呈側から幅4cm、凹面の露呈側か

ら1.5cmがナデ調整を施し、丹念に成形されている。凹面にはやや粗い布目痕が残る。胎士

は砂粒を含み、焼成はやや甘く、淡黄色を呈する。出土地点NQ13。

緑釉鴎尾（38）鰭部から縦帯外側の突帯にかけての破片である。突帯は張り付けで､鰭

部の外面は逆段型で段幅6.8cm、内面は正殿型で段幅6cmを測る。破面に同心円文の叩き痕

が確認できる。おそらく叩き締めを行い粘土を貼り付けていったのであろう。胎土は砂粒

を多く含み、焼成は良好、暗灰色を呈する。緑釉は鰭部の外面が黄緑色、内面が濃緑色を

呈する。出土地点No13｡

鴎尾（39～41）（39）は外面は逆段型で段幅7cm、内面は正殿型で段幅7.2cmを測る。外

面は叩きの後、ヘラケズリにより丁寧に鰭を成形するが、内面は粗く調整している。胎土

は砂粒を含み、焼成は良好、灰色を呈する。出土地点NQ2｡(40)は鰭部端面が曲がりを持

っているので、尾部への曲がりの部分の破片と思われる。外面は逆段型で段幅7cmを測る

が、平行叩き痕が残るなど粗い成形である。内面には鰭の段はなく、平行叩きとヘラケズ

リが見られるのみである。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、オリーブ灰色を呈する。出土

地点NQ3｡(41)は胴部の腹部分の破片であると思われる。表面の成形痕は仕上げが丁寧な

ため不明である。裏面は同心円文の叩きと平行叩きが認められる。胎土は砂粒を含み、焼

成は良好、暗灰色を呈する。出土地点NQ13o

土師器皿（42～62）

NQ24地点から比較的まとまった量の土師器皿が出土した。土師器皿を法量で分類すると、
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4種類に分類できる。口径8cm前後、器高1.7cm前後を測るもの(I類)、口径12cm前後、器

高2cm前後(II類)、口径14cm前後、器高2cm弱のもの（Ⅲ類)、口径19cm前後、器高2.5cm

前後のもの(IV類）がある。I類からⅣ類は口径を限ればほぼ3寸、4寸、5寸、6寸の

数値に対応しており、製作時の規格と捉えることができよう。各類に属する土師器皿は、

全体的に底部が広く浅いもので、口縁部の形態はゆるく斜め上方に立ち上がり内外に肥厚

しながら外反気味におさめる。口縁部先端内外を横方向になでるため、端部の器壁がやや

薄くなる。小口径のものに軽く上方につまみ上げるタイプの器形が残る。42～53はSK2、

54～57はSK3、58～62はSK4から出土した。

4まとめ

今回は栗栖野瓦窯跡を中心として、

重複した遺跡の範囲を立会調査した。

その結果をまとめると次のようにな

る。

瓦窯跡が点在する丘陵部の南から

東の周辺部は、現在は田圃や宅地と

なっているが、当時は、流路．湿地

であったということ。地質的には、

丘陵部は岩盤を核として、その上層

を黄褐色系の粘土質の士層に覆われ

ており、多量の粘土と薪を必要とす

る窯業生産をおこなうには最適の環

境であったということ。

1985年に当研究所で立会調査時に
註6

検出した13号窯の灰原と考えられる

落込み遺構からは、多量の瓦・土器

が出土した。出土遺物の形式から、

時期は平安時代前期である。
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口

時期は平安時代雨期である。図46遺物実測図(1/4)

多量の16世紀前半に属する土師器皿を含む土擴を連続して検出した。土器の密集した出

土状況などから、NQ24．25の周辺に土師器皿を焼成した窯があったと考えられる。
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栗栖野瓦窯跡からは北にはずれているが、NQ18～23地点では、平安時代の整地層・包含

層、落込みを検出したことから、NQ19地点より北側の南北道路沿いにも遺跡は広がると考

えられる。

註l平尾政幸・家崎孝治「栗栖野瓦窯跡｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報』昭和60年度京

都市文化観光局1986年

註2北田栄造『栗栖野瓦窯跡発掘調査概報」昭和60年度京都市文化観光局1986年

註3島田貞彦「山城幡枝の土器｣『考古学雑誌21-3』昭和6年15世紀初めに嵯峨より岩倉幡

枝に移住し、16世紀後半に現在の岩倉木野移りすんだ椹木家は、中世から明治維新に至

るまで土器を製作をしていた。

註4坂東善平「京都市幡枝町発見の土師器窯趾｣『古代文化第34号」1963年国立京都国際会

議場建設のための土取場において、1963年にNQ24･25から約50m北の交差点西側にて、

多量の室町時代の土師器Ⅱ片・灰・焼土を発見しており、この遺構を坂東氏は土師器窯

趾と述べている。

『平安京古瓦図録』平安博物館1977年

註lと同じ

５
６
註
註
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Ⅲ主要な出土遺物

l平安京右京三条二坊(91HR75)(図47～49)

大きく外反し端部を小さくつま

口縁部が強く屈曲し端部をつ

強く屈曲し

経過本調査は、中京区西ノ京南原町50で実施し

た建物建設工事に伴う立会調査である。当該地は平

安京右京三条二坊六町にあたり、西靱負小路西側溝

が推定されている。1991年5月29．30日に調査を実

施した。調査地は掘削深が現地表下1.4mと浅く、地

山まで達していない。地表下1.1mまで攪乱、以下10

世紀の遺物包含層である暗灰色泥土層となる。

遺物出土遺物には土師器・須恵器．黒色土器．

緑釉陶器・灰釉陶器・軒平瓦・墨書土器などがある。

土師器（’～'5）この時期のⅢと杯は区別が判

然としないが口縁部が大きく外反し端部を小さくつま

ずかに丸味をもつ底部に口縁部が強く屈曲し端部を宅

平坦な底部から直線的に外方へ開く体部に強く屈曲し

る。いずれも底部外面はオサエ、他はナデ調整であり

蕊
図47調査位置図（1/5,000）

みあげるもの（2．6．10．11)、わ

まみあげるもの（3～5．7～9)、

た口縁部力罰つくもの（12～14）があ

、器壁は薄い。墨書土器（15）は底

皿には小型のもの（1）がある。平

台。い~ﾜｰれも低部外回はオサエ、他はナデ調整であり、器壁は薄い。墨書土器（15）は底

部内面に人面とみられる墨書が描かれている。この他皿には小型のもの（1）がある。平

底で口縁部は外上方へのび端部は丸くおさめる。全体に厚い、底部外面にはへう切り痕が

残るが他はナデ調整されている。

黒色土器（16～18)B類の椀(16)は小型の器形で口縁部内面端面直下に1条の凹線を

めぐらす。内外面とも丁寧な横方向のヘラミガキ調整を施す。A類の椀（17．18）は、底

部が大きく丸味の小さい体部をもつもの（18）と、やや浅めで体部の丸味が強く底部の小

さいもの（17）とがある。口縁部内外面はナデ、体部外面はオサエののち粗い横方向のヘ

ラミガキ、内面は横方向のヘラミガキ調整を施す。（17）は内面口縁部と体部の境界付近に

2条の凹線をめく･らす。

須恵器（19.20)椀(19)は体部が丸味をもち口縁部はわずかに外反し端部は丸くおさ

める。ロクロ痕が残る。鉢(20)は底部で、回転糸切り痕が残る。
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緑釉陶器(21～25)皿(21)は体部が浅く開き口縁部は外反する。体部と口縁部との境

は外面に鈍い稜をもつ。内外面ともヘラミガキを施す。椀（22～25）はいずれも底部片で、

削り出しの輪高台で断面が方形を呈するもの（22.23)、貼付けの輪高台で高台接地面内端

に段差を有するもの（24．25）がある。前者は器面にヘラミガキ調整がみとめられる力ざ、

後者はヘラミガキが欠如している。（24）は体部内面見込みを巡る1条の凹線を施す。

灰釉陶器（26）底部の破片で高台は外側が少し丸味をおび

る。

均整唐草文軒平瓦（27）瓦当部右端のみ残る。瓦当面には

文様の接合部分に横方向の小さい箔傷が数多く走る。瓦当上部

には横方向のヘラケズリ、側面も平瓦狭端部へ向けてヘラケズ

リを施している。胎土は砂粒を含み、焼成はやや甘く、淡灰黄

色を呈する。西賀茂角社西群瓦窯産。 図48墨書土器(15)
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2平安京左京四条四坊(91HL170)(図50.51)(図版44)

雲議職煽儀
経過調査地は、中京区蛸薬師通東洞院東入泉

正寺町326,328に所在する。当地に事務所兼住宅

建設が計画されたため、工事掘削にあたって立会

調査を実施した。

掘削は、東・西半分づつを2回に分けて行われ

たが、敷地の北東部分で調査したところ、北壁断

面で流路西肩部を検出し、その底部西肩近くで古

墳時代～奈良時代の遺物が出土した。調査は1991

年8月19日から8月31日までで、敷地内計5箇所

を調査した。を調査した。図50調査位置図（1/5,000）

遺構調査地の標高は38.93mである。基本層序は、上層より、地表下0.5m以下に黄灰

色泥砂層、0.75m以下に暗茶灰色泥砂層、1.05m以下に平安時代後期の包含層である暗黄

灰色泥砂層、l.4m以下に泥砂層（礫混)1.57m以下に飛鳥時代の流路堆積である黄灰色粗

砂層(混礫)があり、1.65m以下に黄灰色微砂層、1.84m以下に灰色細砂層とつづき、1.90

m以下に地山である暗黄灰色粘土層、灰色粘土層とつづく。

飛鳥時代の流路は、観察断面では西肩口部しか検出できなかったが、黄灰色微砂層を肩

として、深さ27cmまで確認した。流路の埋土である黄灰色粗砂層（混礫）は上下2層に分

かれ、上層は粗砂が多く、下層は微砂が多い。流路肩口を検出した場所は、北側道路境界

から南へ5.9m東側隣地境界から西へ8.2mの地点である。

流路内より出土遺物は、土師器杯・鉢・甕、須恵器杯蓋・横瓶・甕である。

遺物土師器杯（7）は、口径15.2cm、復原高4.0cmで、体部は外上方へ立ちあがり、

中段で内側へかるく折れ曲る。端部は内側へかるく肥厚し、丸くおさめる。内面にやや粗

い放射状暗文を施す。鉢（8）は、口径30.6cm、復原高10.4cmで、体部上段で内側へやや

屈曲する。端部は外側に肥厚し内傾する端面をもつ。内面は斜格子状暗文、外面は体部上

半に粗いヨコ方向のヘラミガキ、下半にタテ方向のハケメを施す。

須恵器杯（4～6．9）（4）は、口径11.0cm、復原高2.9cmで、器壁は薄く口縁部は

外反する。体部外面下位にケズリを施す。（5）は口径12.4cm、器高3.0cmで、底部は平ら

に近く、体部はかるく丸味をもって立ち上がり、端部はやや外反し丸くおさめる。底部外
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図51遺物実測図（1/4）

面から体部下段までへラケズリを施す。（6）は、口径11.6cm、器高3.9cmで、底部は丸底

を呈し、外上方にのびる。受部はやや外上方にのび端部は丸い。立ち上がりは内傾しなが

ら上方に立ち上がり端部は内傾する面をなす。胎土は砂粒を多く含み、青灰色を呈する。

(9）は、口径14.4cm、器高4.4cmで、高台は下方向にひらいた台形を呈し、端部は外傾す

る凹面を有する。底部は平らで、体部はやや内湾気味に立ち上がり、端部は丸くおさめる。

胎土は、淡青灰色を呈する。蓋（1）は、口径10.0cm、現存器高2.5cmで、天井部はやや低

く丸く、口縁部は丸く、やや内傾するかえりを付し、その端部は鋭く下方に突き出ている。

胎土は、白色砂粒を含み青灰色を呈する。（2）は、口径11.0cm、現存器高2.5cmで、天井

部はやや低く水平で、口縁部は丸い。かえりは口縁部より下方に突出している。胎土は、

小石を含み青灰色を呈する。（3）は、天井部は深く丸い。その中央部に、円筒状で中央の

凹む擬宝珠様のつまみをもつ。口縁部は短く内傾し、下方に張りだす。かえりは鋭く下方

に突出する。杯身につまみをつけたような形状を呈する。胎土は小石を少量含む。

まとめ今回の調査は、工事掘削に伴う立会調査という制約された状況下での調査のた

め、流路の西肩部の一部のみの検出という限定されたものであった。当地周辺の調査では、

縄文時代から古墳時代と平安時代以降の各時代の遺構・遺物が密度濃〈検出されている。

今回の遺物は、その隙間を埋める好資料となるであろう。
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3平安京右京四条二坊(90HR91)(図52)(図版44)

調査は、中京区大竹町地内における上水道埋設工事に伴う立会調査である。調査では、

地表下0.54～1.04mで平安時代中期の包含層を検出した。

唐草文軒平瓦（2）瓦当部の左半部の破片｡巻き込みの大きい主葉が反転し、枝葉を持

たない唐草文である。珠文の間隔が広く、幅の広い外区に比べ内区は小作りである。平瓦

部凹面の瓦当上面に横方向のケズリとナデ調整を施している。

石製品（7）鳥類の頭部を形どる石製品である。頭部には線刻によるトサカが描かれ、

くちばし付近には同じく線刻によるくちばしを描いている。眼と考えられる付近にはひも

通しの穴が開けられる。用途については不明である。

4平安京右京五条三坊(91HR31)(図52)(図版44)

調査は、右京区西院坤町102におけるマンション建設に伴う立会調査である。調査で、地

表下80cmで鎌倉時代の土擴を検出。土擴内から軒平瓦、土師器皿が出土。

唐草文軒平瓦（4）瓦当部右端の破片で､蕨手の最後の一巻きが確認できるが､枝葉が

多数みられ主葉との違いが不明瞭である。内区と外区を分かつ界線は存在するが、外区に

珠文はない。平瓦部両面に凹線が斜めに引かれているが、糸切り痕かタタキ痕かは、細片

であるため確認できない。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、灰白色を呈する。

土師器Ⅲ（6）口径8.9cm、器高1.4cm、口縁部が外反し、端部を丸くおさめる。口縁

部内外面をナデ調整する。

5平安京左京八条三坊(90HL161)(図52)(図版44)

調査は下京区木津屋橋通室町西入東塩小路町579における旅館建設工事に伴う立会調査

である。調査地の西南地区で地表下l.7mを測る位置で平安時代後期の井戸を検出した。井

戸内より軒丸瓦などが出土する。

三巴文軒丸瓦（1）瓦当面の直径力§推定で12cmの小型。文様の左巻きの巴は頭が丸み

を持たず尖頭形をなす。瓦当部と丸瓦部の接合部は、丁寧な指押えを施している。

6仁和寺院家跡(91UZ57)(図52)(図版44)

調査地は、右京区常盤出口町8-3におけるマンション建設工事に伴う立会調査である。調

－67－



査では、地表下40cmで室町時代の包含層、鎌倉時代の土擴を検出。包含層からは土師器、

焼締陶器片、白磁片など出土。土擴からは軒平瓦、須恵質陶器鉢、土師器片など出土。

唐草文軒平瓦（3）細片のため瓦当面のどの部分か不明である。巻き込みの深い反転

しない主葉を二巻き確認できるのみである。顎部分の整形手法は非常に粗い作りである。

胎土は細かい砂粒を含み、焼成は良好、オリーブ灰色を呈する。

須恵器鉢（8）口縁肥厚部の外側をほぼ垂直な面に作る。口縁部内外面ナデ調整。

瓦器釜（5）口縁部力：高く体部はやや偏平で鍔はやや短い｡鍔から口縁部にかけて丁

寧なヘラミガキで成形され、体部下半はススが付着する。
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調査一覧表

I1990(平成2)年度1～3月期

平安宮(HQ)

平安京右京(HR)

－69－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

右近衛府

〃

右馬寮

左近衛府

〃

真言院

大蔵

朝堂院

〃

上．御前通下長者町下る三助町281

上・御前通下立売上る三丁目西上之町245-30

中・西ノ京右馬寮町11-17

２
９
－
４
７
４
皿
町
町
東
秤
浜
天
州
西
入
入
西
西
原
町
松
屋
通
松
町
通
者
水
長
出
上
上
上

中・聚楽廻西町165

上・中立売通六軒町東入四番町122-15

中・聚楽廻東町15

中・聚楽廻東町31-28

1/29

2/8

1/7

2/5

3/12

1/10．16

2/4

2/4

2/12

検出できず。

嚥十のみ。

鱒士のみ。

磯士のみ。

検出できず。

GL-0.63mにて平安の土擴1。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

１
６
８
５
９
９
３
４
７

９
９
８
９
９
８
９
９
９

－
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３
３
３
３
３

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

一条二坊十五町

一条三坊十三町

三条二坊四町

三条四坊六町

四条二坊一町

五条一坊十一町

五条三坊九町

六条一坊十六町

六条二坊三町

六条二坊十六町

町
町
九
八
坊
坊
四
二
条
条
六
八

八条二坊十一町

九条一坊十一町

九条二坊五町

中・西ノ京中保町1-4北野中学校

右・花園薮ノ下町5

中・西ノ京樋ノロ町107

右・山ノ内大町4-3

中・壬生大竹町他地内

中・壬生下溝町17-1

右・三条通南側、春日通～西大路地内

下・中堂寺庄ノ内町1-131

下・西七条東前田町地先

右・西院西高田町地先

右・西院月双町78-1

下・七条通南側、西大路通～御前通

下・七条御所ノ内中町52-2

南・唐橋平垣町地先

南・唐橋大宮尻町10-1.2

3/4

3/18

3/4

3/18

1/30～2/20

2/6

12/10～1/16

2/18

3/4

2/26

3/13

3/12～/5/9

1/25．28

1/9～3/4

3/18

GL-1.41mにて室町の包含層。

検出できず。

GL-0.5m以下、時期不明の池状堆積。

検出できず。

GL-0.35m以下、平安前期の落込み、土

塘、平安中期の包含層、時期不明の推定六

角小路北側溝、溝状落込み。本文67ページ

GL-0.81mにて平安前期の湿地状堆積。

GL-0.65mにて江戸の包含層。

GL-0.48m以下、平安前期の包含層2．

検出できず。

GL-1.0mにて時期不明の佐井川の東肩

検出。

検出できず。

GL-0.25m以下、時期不明の路面7，平

安前期の池状堆積、平安の土擴、室町の包

含層。本文3ページ

GL-0.2m以下､平安前期～中期の湿地状

堆積。

GL-0.06m以下、古墳・平安中期の包含

層各1、平安前期の土塘、時期不明の推定

大宮大路東側溝。

GL-0.97m以下、流れ堆積。

5-98

4-102

5-97

4-103

9-91

３
１
４
６
５

９
８
９
９
９

－
一
一
一
一

９
８
９
９
９

8-100

13-99

13-90

13-87

13-104



平安京左京(HL)

－70－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

北辺三坊七町

二条二坊十五町

二条三坊一町

二条三坊五町

二条四坊二町

二条四坊十二町

三条一坊一町

三条三坊二町

三条三坊十一町

三条四坊八町

四条二坊十二町

四条四坊七町

町
町
町
町
町

十
二
一
六
八
十

坊
坊
坊
坊
坊

四
一
三
三
四

条
条
条
条
条

四
五
五
五
五

町
町
十
一十
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
ハ
ー
ハ

六条四坊一町

六条四坊三町

六条四坊十三町

七条二坊四町

町
町
町
町

四
八
十
七

十坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

七
八
八
八

町
町
町

九
四
五

坊
坊
坊

四
二
四

条
条
条

八
九
九

上・観三橘町～春日町（京都御苑）

中・小川通丸太町下る中之町80

中・丸太町通西洞院東入梅屋町166-7

中・丸太町通～二条通・新町通～烏丸通

中・高倉通竹屋町上る坂本町701-2他

中．夷川通柳馬場東入俵屋町294

中．西ノ京小堀町2-10

中．新町通御池上る中之町47

中・烏丸通御池下る虎屋町576-1

中・柳馬場通二条～御池通他

下・四条通醒ケ井東入柏屋町17他

中・六角通堺町西入堀之上町119

中・富小路通六角下る骨屋之町565-1

中・壬生椰ノ宮町壬生寺

下・西洞院通四条下る妙伝寺町694

下．東洞院通四条下る元悪王子町37

下・四条通柳馬場西入立売中之町99他

下・諏訪町通五条上る高砂町384

下・烏丸漁西側、五条～七条掴

下．万寿寺通高倉西入万寿寺中之町78

下・東洞院通五条下る二丁目福島町513

下･七条通南側･烏丸通～高倉通他

下・御器屋町地先

下・油小路通正面下る玉本町193～195

下・観喜寺町3大内小学校

下・北不動堂町他地内

下・木津屋橋通室町西入東塩小路町579

下・郷之町10他

南・西九条南小路町1九条中学校

南・東九条河西町地先

2/15

3/4

3/28．4/1

1/8～4/23

1/28

3/4

3/25

1/29

3/7

1/25～2/21

2/13

1/29．2/1

3/25

2/13

3/7～15

3/8

12/19～2/4

2/26

2/8．3/14

1/25

3/13

2/14．20

3/4～4/10

2/27

3/2

1/22

2/27．3/1

2/13

1/18

2/13

GL-1.65mにて時期不明の包含層。

近世以降の堆積のみ。

GL-1.2mにて石列､長方形の大石が二段

に並ぶ｡-1.5mにて時期不明の整地層、包

含層。

GL-0.22m以下、時期不明の路面数面検

出

GL-0.95mにて室町・江戸の遺物を含む

湿地状堆積。

GL-2.2m以下、江戸の流れ堆積。

GL-0.39m以下、時期不明の包含層3､土

塘、平安の路面、推定朱雀大路と二条大路

の交差点。

GL-1.15mにて時期不明の湿地堆積をき

って桃山～江戸の土擴。

盛土のみ。

GL-0.19m以下、近世の路面、南北溝、

平安前期・後期・室町の包含層。

GL-1.05mにて室町の土塘2。

GL-0.36mにて花崗岩検出。-1.08mに

て鎌倉～室町の包含層。

検出できず。

GL-0.9mにて時期不明の流れ堆積。

検出できず。

GL-1.43mにて鎌倉の包含層。

GL-1.4m以下、平安前期･室町・時期不

明の土擴各1。

GL-0.8m以下、江戸の包含層。

GL-1.6m以下､時期不明の推定烏丸小路

路面3。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.26m以下、路面、推定堀川小路と七

条大路交差点、推定猪熊小路、平安の推定

七条大路、平安の包含層。

GL-1.43m以下、室町・平安末期の土壌，

検出できず。

GL-1.1mにて鎌倉の井戸検出。

GL-1.1m以下、平安前期･平安後期の包

含層、鎌倉の井戸2．本文67ページ

盛土のみ。

GL-1.3mにて時期不明の包含層。

GL-0.45mにて鎌倉・鎌倉～室町・時期

不明の土嫡。

7-157

6-163

7-174

7-143

7-148

7-164

6-173

7-149

7-166

7-146

10-155

11-150

11-172

10-152

11-167

11-168

11-142

11-159

11-151

11-147

11-170

11-156

10-165

10-160

12-162

12-144

13-161

13-154

12-5

13-153



南・桂地区(MK)

長岡京地区(NG)

烏羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

洛東地区(RT)

－71－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

下津林遺跡

中久世遺跡

〃

福西古墳群

〃

南・久世高田町336

南．久世中久世町四丁目20

南・久世中久世町一丁目97-2

西・大枝東長町1-211

西・大枝東長町1-121他

12/5．1/30

12/26．

4/17～23

2/18

1/23．25．30

2/25

GL-0.4m以下、弥生の土擴7、時期不明

の土擴9、古墳期の包含層。本文20ページ。

古墳時代中期及び弥生時代末～庄内期の住

居祉。弥生の柱穴群。本文24ページ。

巡回時、工事終了。

南開口の横穴式石室、円墳。本文13ページ。

検出できず。

-8

14-9

14-11

０
２
１
１
－
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

長岡京跡

長岡京跡淀城跡

伏・納所145-1他

伏・淀池上町37～39

2/21

3/13

GL-1.6mにて時期不明の包含層。

GL-0．1mにて石垣。-0.45mにて整地

層

９
１
１
２
－
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

遺跡外

下鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡

唐橋遺跡

南・東九条下殿田町56陶化中学校

他
他
２
０
－
２
”
町
町
殿
林
中
松
田
田
田
竹
竹
伏
伏

南・吉祥院九条町23-1

3/2

2/25．27

2/14

2/4

検出できず。

GL-1.31m以下、時期不明の包含層。

GL-1.36m以下、弥生・鎌倉の包含層各

1

GL-0.97mにて植物遺体を含む湿地状堆

積

37

35

33

32

ー

ー

－

－

15

15

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

向島城跡

〃

伏見城跡

〃

″
″

伏見城跡板筒廃寺跡

伏・向島立河原町

伏・向島ニノ丸町他

伏・御香宮門前町198

伏・新町五丁目488

伏・桃山井伊掃部西町5－32．33

伏・銀座町一丁目362

伏・石屋町地先

1/10･4/20･

5/9

2/20～4/20

2/21

3/4．5

3/5

3/14．19

2/18

検出できず。

検出できず。

GL-0.5mにて桃山の東西溝。

GL-0.9m以下､桃山の包含層、時期不明

の整地層、江戸の土塘。

検出できず。

GL-1.6mにて弥生の遺物出土。

GL-0.51m以下、時期不明の路面、時期

不明の包含層。

－29

-31

16-32

16-33

16-34

16-35

16-30

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

人康親王山荘跡

中臣遺跡

″
″

法住寺殿跡

山・安朱東海道町地先

山・栗栖野狐塚町5-1

１
８
－
９

９
一
崎
妬
ヶ
町
金
臣
東
中
寺
山
修
野
勧
西
山
山

東・東瓦町964

1/29

12/27．1/16

2/27

3/5

2/4

GL-0.15mにて時期不明の整地層。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

39

38

42

43

40

－

－

－

ー

－



北白川地区(KS)

洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

II1991(平成3)年度4～12月期

平安宮(HQ)

｜鴎

Ｊ
ｐ
Ｊ
ｊ
ｑ

ｆ
ｈ
０
６

９
７
詞
〃
３

星町通干ス

ノ京内畑ロ

ノ京内畑ロ

ノ京内畑H

屋町通出Z

水通智恵う

長者町通ホ

屋町涌下f

９
，
り
、
り
切
り
切
り
毎
り
圃

J/26．30

10/11

－72－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

白河南殿跡

白河街区跡

〃

沖殿町遺跡

禅林寺旧境内

北白川廃寺跡

左・石原町281

左・岡崎入江町1-1錦林小学校

左・岡崎天王町53-3他

左・修学院沖殿町1修学院小学校

左・永観堂町48

左・北白川大堂町5

3/2

2/1．2

2/12

3/7．14

1/22．30

3/19．20

GL-0.9m以下、平安末期の包含層。

GL-0.3mにて平安後期の整地層。

GL-0.9mにて宰町の落込み。

GL-0.6m以下､縄文の包含層、平安末期

～鎌倉の遺物を含む池状遺構。

検出できず。

撹乱のみ。

14-20

14-18

14-19

-21

７
２
１
２
－
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

植物園北遺跡

〃

栗栖野瓦窯跡

上総町遺跡

左・下鴨北野々 神町25-3.4.5

左・下鴨野々神町18-16,36

左・岩倉幡枝町地先

北・小山上総町地内

1/8．9

3/1．5

5/25～4/24

3/25～4/23

検出できず。

検出できず。

平安前期の落込み遺構、室町の土墳、平安

の整地層、包含層。本文51ページ。

GL-0.14m以下、時期不明の包含層。

２
２
７
鋤

８
９－
一
一
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

一 本木古墳

古墳群

仁和寺院家跡

右・嵯峨大沢落久保町地先

右・太秦堀池町地先

右・常盤出口町9-1

3/19～4/2

2/14

2/13

GL-0.25m以下、路面数面、時期不明の

包含層。

GL-0.76mにて時期不明の包含層。

盛土のみ。

－7

５
４
－
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号



７

１８

４
－
１
３

６４

他３

７

２
四
母
子
先
１
７
２
３
加
如
３

７

０

２

哩
皿
確
岬
岫
哩
砺
畑
棚
舳
剛
恥
恥
姻
８
”
剛
５
蝿
剛
剛
４
獅
訓
訓
卿

９

８
９

町
町
弼
町
税
的
目
町
中
番
番
音
６
町
卯
町
務
師
町
寺
屋
妬
町
一
御
王

水
秤
町
務
主
町
丁
軒
西
四
四
観
諏
中
町
税
中
町
明
染
丸
町
中
る
新
山

清
天
務
中
る
書
三
三
入
入
入
元
町
田
山
主
る
愛
下
銀
田
上
入
る

楽
神

南
西
中
る
下
中
る
る
西
西
西
る
丸
る
小
入
下
聚
る
入
入
白
る
道
東
下

る
る
妬
入
下
入
入
上
下
る
町
町
下
烏
下
る
東
入
入
下
妬
加
東
東
る
上
街
町
町
４

上
上
計
東
売
東
西
町
売
上
軒
軒
川
入
売
下
る
東
名
東
売
町
町
本
寺
上
売
寺
屋
者
巡

水
水
恥
本
立
町
宮
太
立
売
六
六
出
西
立
売
下
本
銘
的
町
立
寮
寮
千
福
水
立
和
土
長
田
的

出
出
町
千
下
屋
大
丸
中
立
道
道
今
本
下
立
条
千
町
町
屋
中
馬
馬
通
浄
出
下
仁
通
上
町
町

通
通
西
通
通
竹
通
通
通
中
街
街
通
千
通
下
二
通
南
東
竹
通
左
左
町
通
通
通
通
町
通
南
西

町
町
廻
町
寺
校
通
町
町
松
通
寺
寺
松
通
町
通
通
売
廻
廻
通
町
京
京
者
売
寺
寺
松
者
町
廻
廻

屋
屋
楽
太
福
学
本
木
屋
本
本
和
和
本
条
屋
本
本
立
楽
楽
本
屋
ノ
ノ
長
立
福
福
本
長
屋
楽
楽

松
松
聚
丸
浄
小
千
椹
松
七
千
仁
仁
七
一
土
千
千
下
聚
聚
千
松
西
西
上
下
浄
浄
七
下
土
聚
聚

．
・
・
・
・
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
．
・
・
・
．
・
・
・

上
上
中
上
上
出
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
中
中
上
上
中
中
上
上
上
上
上
上
上
中
中

口
院
院
院
官
職
蔵
院
院
坊
寮
寮
裏
寮
寮
院

10/29

10/31．11/1

8/26

5/8

11/27

″
″
一
言

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

3-252

3-256

3-181

3-52

3-278

真
西
西 雅

太
大
政
膳
〃

6/4．5

10/28．29

11/14．15

10/22･24

10/4．7

5/1

7/4．8

12/11

12/10

4/16

9/21．24

7/22

7/25

8/23．26

8/26

8/31．9/17

7/12

10/18

10/18

10/24

6/4

7/31

10/15

5/7

8/19．20

10/18．19

7/29･30

9/14～10/3

GL-1.7mにて平安の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

巡回時、終了。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.1mにて時期不明の包含層。

巡回時、工事終了。

GL-0.56mにて平安の瓦を含む層。

検出できず。

巡回時、工事終了。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

撹乱のみ。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.28m以下、古墳期・時期不明の包

含層。

盛土のみ。

3－77

3-248

3-274

3－245

3-223

3－40

3-117

3-299

3-296

3-14

3-208

3-135

3-144

3-178

3-180

3-192

3-125

3-239

3-240

3-246

3-82

3-150

3-232

3-46

3-164

3-238

3-147

3-187

大

″
〃
〃
〃
〃
和
〃
堂
〃
〃
〃
〃
教
匠
〃
蔵

中
朝

内
内

内
内

″
〃
庫
殿
〃
楽
〃

兵
縫

璽
畢

弾正台｜中．西ノ京内畑町29 12/26 3-312

平安京右京(HR)

北・大将車川端町79

中・西ノ京大炊御門町19

中・西ノ京伯楽町5-11

台・花園木辻南町地先

中・西ノ京南壼井町地失

ｍ

套
筑
和
筑
獅
鯛
。
駆
罐

、
き
‐
き
０
包
み
０
＋

時
で
一
で
一
の
の
一
の

回
出
Ｌ
出
Ｌ
戸
土
Ｌ
叩

巡
検
Ｇ
検
Ｇ
江
盛
Ｇ
不
Ｉ１２０
７
／
２

１
０
ノ
ー
５

●

２
５
６
－
－
６

１
１
１
２
９
６
１

／
／
ノ
ー
／
〃
／
ノ
ノ

戸
、
守
Ｉ
４
宜
、
』
』
３
ｎ
Ｊ
４
士巽二蟇十二器|蹴罵纂今巣； 女月I｣期の土砺、

Nの群穴林杷右

－73－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号



5-292

5-75

盛土のみ。

GL-1.1m以下、平安中期の包含層、溝

2．本文63ページ。

GL-0.44mにて平安の包含層。

GL-0.9mにて鎌倉～室町の包含層。

検出できず。

検出できず。

GL-1.Om以下、平安前期の包含層。

GL-0.16m以下、流路状堆積。

検出できず。

GL-0.85m以下､近世の川の流れ､室町の

包含層、弥生～古墳の可能性のある粘土層。

GL-0.63mにて路面、推定朱雀大路。

GL-0.62m以下、平安前期～鎌倉の湿地

堆積、平安の包含層。

GL-0.63m以下、平安前期～後期の流路

堆積、平安の包含層、火山灰。

検出できず。

GL-0.76mにて土嫡3、鎌倉1、時期不

明2．本文67ページ。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

GL-0.86m以下、時期不明の包含層2．

盛土のみ。

撹乱のみ。

GL-0.9mにて時期不明の溝。

検出できず。

検出できず。

GL-1.04mにて時期不明の包含層。

GL-0.62mにて時期不明の土塘。

GL-0.45mにて室町の包含層。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-0.82m以下、流れ堆積。

GL-1.49mにて池状堆積。

GL-0.92m以下、流路堆積。

GL-0.62m以下、時期不明の包含層2.

-0.89m以下、流路堆積。

GL-0.6m以下、流れ堆積。

検出できず。

GL-1.53mにて平安前期の包含層。

検出できず。継続調査

検出できず。

GL-1.08mにて弥生または縄文の流路。

検出できず。

GL-1.2m以下、流路状堆積。

GL-0.93mにて平安前期の湿地状堆積。

検出できず。

検出できず。

12/6

5/29．30

中・西ノ京栂尾町

中・西ノ京南原町50

町
町
一
一
ハ

坊
坊
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

5-224

4-8

9-165

9-47

9-279

9－231

8-271

8-7

10/7～19

4/16

8/19･20

5/7～13

11/27～12/3

10/14～16

11/11～19

4/16

中・西ノ京三条坊町

右・山ノ内北ノロ町19-14

中・壬生東淵田町6-1

中・壬生西大竹町11他

右・西院東今田町31

右・西院西淳和院町22

右・西院上花田町37

右・山ノ内池尻町地先

三条二坊十三町

三条四坊十二町

四条二坊三町

四条二坊八町

四条二坊十町

四条二坊十四町

四条三坊一町

四条四坊十五町

9-110

9-249

6/29～7/2

10/28～11/5

下・中堂寺北町地先他

右・西院三蔵町37

町
町
四
十
坊
坊
一
一
一

条
条
五
五

9-2099/21～26中・壬生西桧町10五条二坊十一町

8-111

8-31

7/1

4/22～24

右・西院巽町14

右・西院坤町102

町
町
一
八
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
五
五

8/26

7/23

4/16

9/3

12/18．26

9/13～10/7

8/20

7/30～8/2

10/11

6/4

6/18

10/18～21

4/16

9/6

11/8

4/16

6/4～5

12/2

4/25．26

２
９
５
７
４
３
９
０
１
１
８
２

８
３
８
９
０
０
７
４
３
８
５
４
０
６
５
１
８
６

１
１
２
１
３
２
１
１
２
７
９
２
５
２
２
２
８
２
３

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

８
９
９
９
９
９
９
９
９
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

右・西院清水町67-2

下・中堂寺北町15

下・中堂寺庄ノ内町40-7

下・中堂寺庄内町41-8

下・中堂寺粟田町地先

中・壬生東高田町地先

下・西七条東御前田町38

中・壬生東高田町11

右・西院高田町32

右・西院溝崎町4-1

右・西京極北庄境町10

右・西院六反田町36.37

下・朱雀宝蔵町62

下・中堂寺粟田町1

下・西七条東八反田町3

下・西七条八反田町8

下・西石ヶ坪町7-2

下・西七条比輪田町地先

下・西七条比輪田町34

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

三
二
十
二
一
五
九
十
七
二
三
六
九
六
八
十
一

十
十
十
十
十
十

坊
坊
坊
〃
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
〃
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条

五
六
六
六
六
六
六
六
六
六
六
七
七
七
七
七
七

１
１
－
一弘
”
他
虹
５
２

皿
町
町
９
町
ｍ
ｕ
ｗ
妬
拓

町
読
境
匪
保
町
町
町
町
町

倉
月
庄
町
久
中
中
中
田
詰

名
北
北
町
頭
東
東
西
西
前
橋

条
条
極
寺
路
条
路
路
路
極
極

七
七
京
喜
小
七
小
小
小
京
京

西
西
西
観
梅
西
梅
梅
梅
西
西

。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

下
下
右
下
下
下
下
下
下
右
右

7/15～17

6/18

11/1～5

7/17～29

12/16

6/24～26

5/8～10

7/10

8/2

9/30～10/7

7/3

町
町
町
町
町
町
町
町
町

五
四
九
三
十
二
四
十
三

十
十
十

坊
坊
坊
坊
〃
坊
坊
坊
〃
坊
坊

二
三
三
一
一
一
二
四
四

条
条
条
条
条
条
条
条
条

七
七
七
八
八
八
八
八
八

9-128

8-96

8-257

13-129

13-304

13-102

13-51

13-122

13-154

12-217

12-112

－74－



尭菫二菫季語|蕊轆臘'八条中学校
8/28

4/16

GL-0.33mにて池状落込み。13-185

GL-0.47m以下、平安の整地層、平安中13-16

期の包含層。

巡回時、工事終了。13-130

検出できず。12-72

盛土のみ。12-234

GL-0.22m以下、流路堆積。12-300

盛土のみ。12-225

九条二坊三町

九条三坊十三町

九条四坊十一町

九条四坊十二町

九条四坊十三町

南・唐橋平垣町50

南・吉祥院中河原里南町12-3

南・吉祥院中河原里西町内河原児童公園

南・吉祥院中河原里西町11

南・吉祥院中河原里西町1-1

7/19

5/28．29

10/15

12/11

10/8

平安京左京(HL)

二P立売通西洞院西入三丁目460 室町・時期不明のl7－2C

町通油小路東

路通出水上る

御苑

御苑

屋町地先

町湧油小路砥

朏
京
一
思
西

’
三
匹

未
匁
不
条

盟土のみ。

GL-0.95m以下､鎌倉･時期不明の包含

GL-0.77mにて江戸の路面。

GL-0．6mにて時期不明の路面。

GL-1.2m以下､平安末期の遺物を含也

状堆積、推定高陽院の池跡。

GL-0.83m以下、時期不明の路面2、

定冷泉小路、平安・鎌倉の包含層。

検出できず。

GL-1.2mにて平安の包含層をきって

町の南北溝。

GL-1.03mにて江戸の包含層。

検出できず。
隆皿_'一峯剴里

7-308

6-193

5-49

平・油'1,路通夷川四人砺本間｣494

面器|鵠:鶉I藤
44

反H 竈|；

亀屋町153他

屋町33-2

光り堂町42C

ろ、T日191

十
中
中
十

未二二・吻丁五.脚

条四坊七m ヨの包含層､径10cmの恩

攻さ話。

鞠十里謡|:需譽駕需
46（ J/3

9/6～9

期4，明

・の跨面
■~ 歯方|鰯：けし－0．31

句の用水路
全LL'一主寺

6－30］

6－23

時期不明の包含層、鎌6-16（

『汀t-Iし菫四J

2通油小路匪

凹涌油小路下

含‘

〕_76m以下一時期不明の句‘含層216

吃
測
グ
吃
り
し
Ⅱ

ｍ
時
期
、
不
ｍ
面
㈲

Ⅳ
、
後
侭
期
肥
路
２

０
通
安
Ｌ
時
Ｑ
の
層

一
座
平
一
、
｜
明
含

Ｌ
釜
、
Ｌ
２
Ｌ
不
句

Ｇ
走
路
Ｇ
町
Ｇ
期
の

月の路直

含層2．

ｼH1内惟

二P・東洞院通二条通～御池他地P 垂17－m囮

中・車屋町演二条 ヨ前期の池状’7－79

－75－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号



…
5/1中・寺町通二条下る妙満寺前町454-3乗り

7/11．12

8/27

5/16．17

中・壬生御所ノ内町18-6他

中・壬生馬場町21-4

中・猪熊通錦小路下る錦猪熊町531

栄
や
索
条

且
皿
泗

9/5

5/1

10/30～11/5

6/1～11

4/16

6/21

5/2～9

4/16

4/16

10/9～14

中・大宮通四条上る錦大宮町140

中・油小路通四条上る藤本町554-1

下・四条通東堀川東入柏屋町7

中・小川通三条下る狸々町128

中・三条通新町西入釜座町18

中・四条通新町上る小結棚町428

中・室町通錦小路上る山伏山町539

中・室町通錦小路下る菊水鉾町569

中・錦小路通烏丸西入占出山町312

中・蛸薬師通高倉西入泉正寺町323他

中・蛸薬師通東洞院東入泉正寺町326他 8/19～31

9/21～24

10/21～24

中・蛸薬師通富小路西入油屋町136

中・柳馬場通錦小路下る瀬戸屋町474

中．御幸町通蛸薬師下る船屋町371 5/7～13

9/11

4/16

中・御幸町通錦小路上る船屋町378

中・壬生椰ノ宮町2-13

7/31～9/5

5/8～29

中・壬生辻町地先

中・松原通・千本通～壬生川通他

12/20

4/16

6/14～21

中・壬生相合町l松原中学校

下・大宮通高辻下る高辻大宮町136

下・醒ケ井通四条下る高野堂町406

下・高辻通堀川東入西高辻町200他

下・油小路通高辻下る麓町629-1他

下・新町通四条下る四条町346

下・仏光寺通新町西入菅大臣町201他

下・新町通仏光寺上る船鉾町387

6/25～28

9/30～10/7

12/13～17

4/17～19

4/16

ユ未

丘条

丘条

丘条

斤条

11/5

7/23～12/1〔

下・室町通綾小路上る鶏鉾町500

下・四条通室町東入函谷鉾町88

下・四条通烏丸西入水銀屋町612．

函谷鉾町103

下・仏光寺通富小路西入仏光寺東町115-1

下・仏光寺通麸屋町西入仏光寺東町127-5

下・柳馬場通高辻下る吉文字町439

11/6

GL-1.1mにて江戸の包含層。

GL-1.24mにて桃山の包含層。

検出できず。

9/21

12/9

4/16

11-21C

11-29E

11-27

－76－



五条四坊十四町|下･寺町通仏光寺下る恵比須之町546~54916/26~7/8 GL-1.35m以下、路面2，推定東京極大

路、平安後期の土擴2．

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.5m以下、平安後期･室町の包含層

各1，平安後期の土壌1．

GL-0.45m以下、江戸の土嫡、平安末期

～鎌倉、江戸、時期不明の包含層。

GL-1.1mにて時期不明の包含層。

盛土のみ。

GL-0.45m以下、包含層5、室町、桃山、

江戸、時期不明。

盛土のみ。

GL-0.96m以下、時期不明の整地層3，

包含層3．

検出できず。

GL-0.4m以下、時期不明の路面4、推定

大宮大路。

GL-0.75m以下、包含層3、室町2，時

期不明1、時期不明の土塘lo

GL-0.65mにて推定六条坊門小路路面7

北側溝4検出、平安末期～鎌倉。

GL-1.3m以下､平安後期の包含層、時期

不明の路面、推定六条大路。

GL-1.55m以下、平安後期の包含層、時

期不明の氾濫堆積。

検出できず。

GL-1.19mにて室町の包含層。

GL-1.1mにて時期不明の流路堆積。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.58m以下、鎌倉～室町の路面、推

定七条大路、平安後期の溝、推定七条大路

南側溝。

検出できず。

GL-1.91m以下、室町の遺物を含む流れ

堆積。

GL-1.35mにて平安中期の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-1.67m以下、流れ堆積。

GL-0.56m以下、時期不明の包含層3．

GL-0.85mにて室町の包含層。

GL-0.78m以下、流れ堆積。

GL-0.68m以下、鴨川の氾濫原。

11-104

町
町
町
町

二
六
七
六十

坊
坊
〃
坊
坊

一
一
一
一

条
条
条
条

一
ハ
ー
ハ
一
ハ
ー
ハ

下・中堂寺坊城町26-1光徳小学校

下・中堂寺壬生川町2-5

下・中堂寺壬生川町2-2他

下・中堂寺壬生川町22

下．下松屋町通松原下る上長福寺町221,

223-1.3

下・東中筋通五条上る天使突抜二丁目

394-2

下・五条通新町西入西錺屋町18

下・新町通鍵屋町下る姪子町140

下・高倉通松原下る植之下町40

11/14

10/16

11/5～7

10/16～25

7/4

10-275

10-236

10-260

10-237

10-118

六条二坊十五町 8/28～9/5 10-184

坊
坊
坊

三
三
四

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

町
町
町

二
四
八

8/30

6/28

10/8

11-191

11-107

11-227

７８
１
５
２
５
－
町
妬
竈
町
塩
堂
本
影
入
御
西
入
町
西
原
町
河
寺
通
通
条
条
五
五
下
下
町
町
一
四
十
十
坊
坊
四
四
条
条

一
ハ
ー
ハ

11/13

10/19～22

11-272

11-235

老菫三薑十豐爵|雫:芙謡職墓室二黒20-’
8/30

7/2～23

10-190

10-116

２

４

１
１
２

．
２
－

１
Ⅱ
《
●

１

１
０
２

１
ノ
２
〃
ｌ

〃
／
１
ノ
，
０

７
１
５
１０

１４

３１

２

瓢
町
１
臥

棚
躯
蝿
剛

る
仏
町
榎

下
る
艮
る

町
上
る
下

屋
面
下
面

花
正
条
正

通
通
六
通

筋
路
通
町

中
小
町
之

西
油
新
間

下
下
下
下

町
町
町
町

十
四
一
三

十

坊
坊
坊
坊

二
二
三
四

条
条
条
条

七
七
七
七

10-114

10-270

11-64

11-243

七条四坊四町

七条四坊十二町

七条四坊十五町

八条一坊一町

八条一坊十六町

八条二坊一町

下・下数珠屋町通門ノ町西入西玉水町286

下・七条通間之町東入材木町458他

下・木屋町通上ノロ下る富浜町180

下・観喜寺町3

下・和気町1

下・七条通大宮東入大工町122,127,127-1

8/12～15

8/19．20

10/28

10/2．3

11/8～11

6/27．28

11-162

11-169

11-250

12-220

12-269

12-106

町
町
五
十
坊
坊

一
一
一
一

条
条
八
八

南・西九条戒光寺町3

下・東堀川通木津屋橋下る御方紺屋町

安寧小学校

下・油小路通塩小路下る東塩小路町533-4

下・木津屋橋通新町西入東塩小路町592

下・小稲荷町87-2

下・下之町4-3

南・東寺東門前町28

南・東寺東門前町8

南・東九条南烏丸町30

南・東九条東岩本町他

9/20

7/22

12-207

12-138

町
町
町
町
町
町
町
町

四
一
八
一
三
四
二
十

十
十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

二
三
四
四
二
二
三
四

条
条
条
条
条
条
条
条

八
八
八
八
九
九
九
九

8/19～26

4/16

12/10

8/12～14

6/21

6/4

12/2

4/23～5/8

'2-166

13-24

13-298

13-163

12－99

12-76

13-286

13-34

－77－



南・桂地区(MK)

長岡京地区(NG)

鳥羽地区(TB)

卜烏羽斤川ⅢJ6－

下鳥羽芹川町25

下鳥羽芹川町9

上鳥羽南花名町

架草綿森町18-1

架草飯食町832

深草飯食町789

竹田桶ノ丼町39

磁土のみ。－l4b

GL-0.97mにて湿気抜き。－175

謹土のみ。－313

倹出できず。－66

倹出できず。－42

GL-1.29m以下、時期不明の包含層2｡|-30

GL-1.0m以下、流路状堆積。－222

GL-1.31mにて室町の包含層をきって時15-67

期不明の南北溝。

GL-1.59m以下、池内堆積。15-68

検出できず。15-69

盛土のみ。15-93

検出できず。15-94

GL-0.97mにて基壇。15-179

調査地北東隅にて瓦多量に出土、勝光明院l5-189

jF鴎〃､一色本寸・47〆逗ーさ多

八
伏
伏
増
伏
伏
伏
伏

遺協

営協

,潰階

上烏羽

架草

五飯食H

竹田藁屋町1-l

竹田浄菩提院町4

竹田内畑町43

竹田小屋ノ内町f

竹田田中殿町85

中畠秋ノ山町20‐

－78－
I

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

中久世遺跡

″
″

〃

中久世遺跡上久世遺跡

天鼓の森古墳

福西古墳群

〃

革嶋館跡

南・久世中久世町四丁目33

南・久世中久世町三丁目97

南・久世中久世町四丁目65

南・久世殿城町181他

南・久世中久世町二丁目地先

西・上桂森上町26桂中学校

西・大枝東長町1-121他

西・大枝中山町7-130

西・川島玉頭町27-1他

5/7

7/22

7/25～30

10/30～11/5

9/2

8/1

6/17～27

7/29

6/25

GL-1.02mにて時期不明の包含層。

検出できず。

弥生中期の住居趾、溝、柱穴、土擴検出。

本文31ページ。

検出できず。

検出できず。

GL-1.25m以下、流れ堆頼。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

14-45

14-133

14-142

14-254

14-12

-153

－91

-148

-101

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

跡
跡

京

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

城

長岡

淀

南・久世築山町378-4

伏・淀樋爪町456-10

伏・淀樋爪町190

南・久世東土川町1-2

伏.･納所和泉屋7

南・久世東土川町272-1

伏・納所町547

伏・久我西出町5－15

伏・羽束師菱川町地先

伏・淀下津町63

11/12

4/23

4/30

6/5～17

6/17

7/8～11

9/11～21

12/6

12/10

5/28

GL-0.25m以下、時期不明の包含層、流

路堆積。

巡回時、工事終了。

盛土のみ。

GL-3.5m以下、弥生の流路堆積､古墳期

の包含層。

検出できず。

GL-1.8m以下､弥生～鎌倉の遺物を含む

層

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.15mにて江戸の包含層。

９
２
３
７

２
６
７
３
９
１
０
９
９
３

２
２
３
８
８
１
２
２
２
７

－
一
一
一
一
一
一
一
一

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号



伏・中島中道町21-4

伏・横大路下三栖城ノ前町

南・唐橋大宮尻町21

南・吉祥院九条町他

〃
12/2

8/6．7

7/11

4/23

盛土のみ。

GL-1.3mにて江戸の層。

GL-1.43m以下、流れ堆積。

GL-0.43mにて古墳～弥生の土擴。

15-287

-159

-124

-33

津田城跡

唐橋遺跡

〃

伏見・醍醐地区(FD)

洛東地区(RT)

－79－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

跡
寺
跡

寺
廃
城

廃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

野
醐
見

小
醍
伏

伏・醍醐大高町地内

伏・醍醐古道町地内

伏・醍醐北西裏町地先

伏．桃山福島太夫北町35呉竹養護学校

伏・竹田街道、土橋～大手筋通

伏・新町三丁目489

伏・桃山町泰長老93-4

伏・京町十丁目10-1

伏・桃山福島太夫西町1012

伏・桃山泰長老134-5

伏・桃山町泰長老77-18

伏・深草大亀谷内膳町8-6

伏・深草大亀谷安信町56

伏・桃山泰長老82-2

伏・本多上野107桃山小学校

伏・深草大亀谷東安信町86

伏・桃山井伊掃部西町7-2

伏・深草大亀谷束安信町87.88

5/29

7/1

9/24．25

4/16

5/27～6/5

5/27

6/19

7/24

9/2

9/3

9/17

9/25

10/14

10/18

10/28

11/6

11/20

11/6

GL-0.2mにて時期不明の土壌。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.89m以下、時期不明の整地層。

GL-0.94mにて室町・江戸の包含層。

GL-1.2m以下、江戸の包含層2．

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.85m以下、流れ堆積。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-0.4mにて桃山の落込み。

検出できず。

－18

５
２
１
１
１
２
－
一

16－4

16-70

16-71

16-97

16-143

16-194

16-197

16-206

16-213

16-233

16-242

16-251

16-264

16-277

16-265

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

勧修寺旧境内

山科本願寺跡

中臣遺跡

″
″
″
″
″

日ノ岡堤谷須恵器窯跡

法興院跡

法住寺殿跡

″
″

六波羅政庁跡

″
″

山・勧修寺本堂山町2-38

山・西野山階町43

山．西野山中臣町40地先

山・西野山中臣町44-39

山・西野山中臣町26-65

山・栗栖野狐塚町5-1他

山・東野森野町2-52

山・東野舞台町97-15

山・日ノ岡堤谷町他

中．土手町通竹屋町下る鉾田町293

東・本町六丁目3

東・本町十丁目141

東・妙法院前側町440修道小学校

東・音羽町36

東・本町二丁目84-2

東・弓矢町48

8/2

6/28

5/16～29

8/5

8/19

9/12

11/12

12/17

11/20

12/2

4/16

8/20～26

11/6

5/13～15

5/16

9/30～10/3

GL-0.82mにて時期不明の包含層。

巡回時、工事終了。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.42mにて時期不明の包含層。

検出できず。

検出できず。

GL-0.6m以下、江戸の土壌4、時期不明

の土擴5、柱穴3、井戸1、東西溝1．本

文49ページ。

検出できず。

巡回時、工事終了。

GL-0.95m以下、鎌倉の整地層、室町の

包含層。

GL-1.61m以下、時期不明の包含層2．

GL-2.04m以下、鎌倉の包含層4．

５
９
８
１
８
４
６
６
５
６
３
９

５
０
３
５
７
８
８
０
７
８
７
６
８
２
１

１
１
６
１
１
１
２
３
２
２
６
１
２
５
６
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一



北白川地区(KS)

洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

(なお、図版番号の内、右側の番号は調査記号と位置する）

－80－

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

延勝寺跡岡崎遺跡

尊勝寺跡

尊勝寺跡岡崎遺跡

法勝寺跡岡崎遺跡

白河街区跡

〃

″
″
″
″

鯛鮮継雛内餓

京都大学構内遺跡

〃

北白川廃寺

左・岡崎成勝寺町1-6

左・岡崎最勝寺町13

左・聖護院山王町地先

左・岡崎円勝寺町地先

左・聖議院東町2-10

左・岡崎入江町1-1錦林小学校

左・新東洞院町259

左・岡崎入江町1-1錦林小学校

左・正往寺町457-1

左・岡崎東福ノ川町55

左・吉田二本松町54-3

左・吉田本町27-2

左・北白川西町80-4

左・北白川大堂町58

10/9～24

6/26

12/13～18

6/11～11/27

4/26～5/10

5/28

6/6

6/19

9/27

12/9

8/29

9/30

11/6．7

8/20

GL-0.72m以下、時期不明の包含層、鎌

倉後期の整地層、室町の落込み。

検出できず。

GL-0.43m以下、時期不明の包含層2．

GL-0.4mにて平安後期の落込み、包含

層、平安末期の土嫡。

検出できず。
GL-1.27mにて時期不明の整地層｡-1.75

mにて火山灰層。

GL-0.63mにて江戸の包含層。

盛土のみ。

GL-0.8mにて室町の包含層。

検出できず。

GL-0.54mにて時期不明の包含層。

GL-1.13mにて時期不明の包含層。

GL-0.43m以下、時期不明の落込み、縄

文の土擴。

検出できず。

14-228

14-105

14-303

14-87

14-32

14-74

14-85

14-98

14-215

14-294

６
８
９

８
１
５

１
２
２

－
一
一

－167

遺跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

植物園北遺跡

〃

室町殿跡

新町校地遺跡

西北町遺跡

相国寺旧境内

〃

北野遺跡

聚楽第跡

左・下鴨南茶ノ木町地先

北・上賀茂桜井町48

上・室町通今出川上る築山北半町215-3

上・新町通今出川上る西入近衛殿表町171

北・紫竹西北町待鳳小学校

上．室町通上立売上る室町頭町261

室町小学校

上・上立売通室町東入上立売東町39

北・等持院中町地内

上・元誓願寺通堀川西入南門前町423

7/22

11/5～13

7/3

7/8．12/18

7/19

4/16

5/10～13

8/20～10/21

11/7～11/11

検出できず。

検出できず。

GL-0.24m以下、時期不明の包含層2．

GL-1.05m以下、室町の包含層2．

GL-1.0mにて平安後期の包含層。

GL-0.92m以下、時期不明の包含層3．

GL-1.22mにて室町の土塘。

GL-0.82m以下、湿地堆積、南北に杭が

北ぶ･

検出できず。

134

261

113

120

132

3

56

168

266

一

一

一

一

一

－

一

一

■■■

遺 跡名 所在地 調査日 概要 図版番号

常盤東ノ町古墳群

仁和寺院家跡

〃

西野町遺跡

大覚寺古墳群

右・常盤仲之町16-1

右・常盤古御所町4-1

右・常盤出口町8-3

右・嵯峨野千代の道町53嵯峨野小学校

右・嵯峨大覚寺門前登り町地先

12/3～12/5

5/9･10

5/15～23

9/4～6

7/22

GL-0.8mにて平安前期の土擴。

GL-1.2mにて時期不明の包含層。

GL-0.4m以下､室町の包含層、室町後期

の土擴。本文67ページ。

GL-0.6mにて平安中期の土塘、溝､弥生

～古墳の土塘。

GL-0.3mにて時期不明の溝。

288

55

57

198

136

ー

－

－

－

ー
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